


ファミリーマートのお客さまへの『約束』 

ファミリーマートは、お客さまに 

どこよりも「親しみ」を感じていただける存在になるために 

ホスピタリティ（おもてなし）あふれる行動をとおして 

「気軽にこころの豊かさ」を提案する 

お客さまにとっての「コンビに」になることを約束致します。 
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 1． 基本方針 
　本報告書は、１９９９年に「環境活動報告書」として環境報告書の

発行を開始して以来、第９号目にあたります。２００４年版からは「社

会・環境報告書」として発行しており、ファミリーマートの「経済」、

「社会」、「環境」の３つの側面に関する活動を掲載し、広く社会に

公開することを目的としています。 

 

 2． 対象期間 
　２００６年度（２００６年３月～２００７年２月） 

　実績データは２００６年度ですが、活動内容には一部２００６年度以

前、以降についても記載しています。 

 

 3. 対象範囲 
　株式会社ファミリーマート単体と加盟店の事業活動およびお

取引先にご協力いただいている商品、物流、店舗施設、廃棄物対

策等の取り組み。 

　一部、国内外のエリアフランチャイズ会社の活動についても記

載しています。 

 

 4. 第三者意見 
　NPO法人環境文明２１ 共同代表 加藤三郎様に依頼して、本報

告書に関する第三者意見をいただきました。 

 

 5. 加盟店・社員からのメッセージ 
　ページ欄外に「あなたと、コンビに、」をテーマに自らが日常業
務の中で心掛けていること、目標としていることなどを募集し、掲

載しました。（対象者：ファミリーマートらしさプロジェクトメンバー、

エコアシスタントリーダー、環境推進部会メンバー、および

ISO14001定期審査受査店舗） 

 
 6. ホームページでの開示 
●ファミリーマート環境サイト　 

http://eco.family.co.jp/ 

●ファミリーマートこども環境報告書

http://www.family.co.jp/company/eco/ecokids/report/

 7. 発行について 
●今回の発行：2007年6月 

●次回の発行予定：2008年6月 
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代表取締役社長 

トップメッセージ 

気軽にこころの豊かさを 

　わが国の社会構造やお客さまの消費

に対する意識は激変しており、小売業界

はいわば転換期にあり、従来の延長線

上の考え方では通用しなくなりました。

コンビニエンスストア業界も競争環境

の中、チェーン間の優劣の差がより鮮明

となる時代に入りました。 

　このような環境の中で、ファミリーマー

トは昨年創立25周年という大きな節目

の年を迎え、15年振りに企業理念を見

直し、「ファミリーマート基本理念」（P4

参照）として制定し、ホスピタリティあふ

れる行動を通じて、お客さまに「気軽に

こころの豊かさ」を提案するチェーンで

あることを改めて宣言いたしました。 

　これは、「あなたと、コンビに、ファミリー

マート」のスローガンのもと、ファミリー

マートが次の25年・30年・・・と、将来

に亘ってお客さま、加盟店、お取引先、

株主、そして社員等、すべてのステーク

ホルダーにとってなくてはならない存

在となるための大きな差別化戦略であ

ります。この基本理念の中核をなすも

のが、ファミリーマートの行動指針、「ファ

ミマシップ」（P4参照）です。 

　常日頃から、私はトップダウンばかり

の企業は脱落する、これからはトップダ

ウンとボトムアップのコミュニケーショ

ンが瑞々しく流れる企業が生き残るで

あろうと言っております。「ファミマシッ

プ」は、まさに若手・中堅社員による全

社横断的なプロジェクト「ファミリーマー

トらしさ活動（ブランド構築）」から生ま

れたものです。シンプルな5つの言葉1

つ1つに内容の深さを感じさせます。「お

客さまの期待を超えよう」、「仲間を信じ、

ともに成長しよう」、「豊かな感性を磨

こう」、「挑戦を楽しもう」、「世の中に

向かって正直でいよう」というこれらの

言葉を胸に、加盟店・本部がその理念を

共有して一丸となって基本理念の実現

を目指してまいります。 

ファミリーマートの社会的責任 

　企業の社会的な責任として大切なこ

とは、企業を取り巻くステークホルダー

の皆さまと相互に信頼関係を築くこと

であると考えます。信頼関係を築くた

めには、ファミリーマートの企業価値を

高め続けていくことに他なりません。 

　コンビニエンスストア業界におきまし

ては、マラソンで例えればちょうど35

キロ地点を過ぎたところではないでしょ

うか。脱落する者は脱落し、トップ集団

の後ろ姿さえ見えない。トップ集団とて

安泰かといえばギリギリ残っている者、

それともゴールを目指してまだ余力を

残しながら走っているかどうか。この余

力の差こそ、企業においては勝ち組と

して将来を見据えた基盤ができている

か否かということだと思います。 

　したがいまして、ファミリーマートは

将来の成長に向けて経営基盤を固める

という認識のもと、引き続き加盟店へ

の支援投資を強化し、1店舗1店舗の収

益を上げていくことを追求してまいり

ます。コンビニエンスストア事業を営む

企業として、小売業の基本の徹底を通じ、

当たり前のことを当たり前にやり続ける。

これがフランチャイズ本部としての責務

であり、それがひいてはファミリーマー

トの企業価値を高め、すべてのステー

クホルダーに対する責任を果たすこと

であると認識しております。 

 

クオリティにおける業界の 
リーディングカンパニーを目指して 

　私が社長に就任したとき、まず申し上

げたのは、ファミリーマートは「クオリティ

「あなたと、コンビに、ファミリーマート」 
ホスピタリティあふれる行動を通じて 
「気軽にこころの豊かさ」を提案します。 
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における業界のリーディングカンパニー

を目指す」ということです。ここでのク

オリティとは、単に定量的なものではなく、

ホスピタリティという発想のもと、オペレー

ション面、商品面、店舗のS＆QC（サー

ビス・クオリティ・クリンネス）面等にお

いて、チェーン内部の一人ひとりの働き

甲斐や誇り、そしてモチベーションといっ

た精神的な面も含め業界でナンバーワ

ンを目指そうということです。こうした

考えをファミリーマートの「軸」としてしっ

かり打ち出し、「ファミリーマートらしさ」

とは何かを常に自問自答しながら、個店・

個店のクオリティを高めてまいります。 

　加盟店・本部を含めまして、それぞれ

が元気を出し強い集団をつくる、困難に

ぶつかったときでも勇気を持って挑戦

してみる、そして一人ひとりの夢や目標

の実現に繋げていく、このようなチェー

ンでありたいと思っております。 

　また、定量的には開発面では、今後も

国内でのドミナントの強化を図ってま

いります。海外においては、大手チェー

ンの間では唯一の日本発祥のコンビニ

エンスストアチェーンとして環太平洋「グ

ローバル2万店」体制を構築してまいり

ます。コンビニエンスストアのグローバ

ルスタンダードは、ファミリーマートが

世界へ向けて発信する。そして規模に

おいても業界のリーディングカンパニー

を目指してまいります。 

 

ナショナルチェーンの役割 

　ファミリーマートは昨年度、全国47

都道府県への出店を果たし、名実とも

に真のナショナルチェーンとなりました。

このことによりまして、ファミリーマート

チェーンのオペレーションを日本全国

のお客さま、地域社会にご提供すること

ができるとともに、社会インフラの拠点

としてますますその役割が期待されて

いると認識しております。 

　2006年は全国の店舗で大規模災害

の義援金募集活動を2回実施しました。

5月に発生した「ジャワ島中部地震」、7

～8月の「九州南部及び甲信地方の豪

雨災害」において、お客さまから寄せら

れた募金を被災された皆さまのお役に

立つようお届けしました。 

　また、同年4月にスタートした店頭募

金「夢の掛け橋募金」活動は、募金して

いただいたお客さまと「夢」のある活動

を行うNPO/NGOの「掛け橋」として

定着しました。さらに災害発生時に備え

て、被災地への物資の調達・供給活動、

および帰宅困難者の支援を目的とし、各

自治体との災害支援協定を取り交わす

事例も増えてまいりました。 

　一方で、それぞれの店舗においても

地域社会に根ざした取り組みが行われ

ております。ある地域では、お取引先の

協力のもと独自のキャンペーンを展開し、

児童養護施設の皆さんをディズニーラ

ンドにご招待したり、あるいは病院内の

店舗では、地域のボランティア・職員の方々

とともに患者さんを元気付けるイベント

を企画するなど、ファミリーマートらし

さ活動が全国の加盟店に浸透していく

中で、そのホスピタリティあふれる活動

に多くのお客さまから感謝やお褒めの

言葉をいただいております。 

　このように、ファミリーマートは社会

的インフラの拠点としての役割を担う

一方で、従来のコンビニエンスストアの

既成概念を超えた、ファミリーマートだ

からこそできることを日々実践しなが

ら社会に貢献していくことこそ、企業の

社会的責任を果たすことに繋がると考

えます。 

 

フォア・ザ・チームの精神で 

　ファミリーマートらしさ活動も3年目

を迎え、今年度初頭には、ブランドブッ

ク「ファミリーマートのこころ」を作成

いたしました。 

　「コンビニエンスストア」という業態

について立ち止まって考え、「ファミリー

マートらしさ」とは何か、なぜお客さま

と心理的に近い存在になることを目指

すのかを社員一同で改めて確認しました。

今年度は、加盟店を含むチェーン内部

の全関係者がさらなる理解を深めながら、

ファミリーマートの魅力を店舗で具現

化し、すべてのお客さまに感じていた

だかなければなりません。 

　しかしながら、一人ひとりが実現でき

ることには限りがあります。重要なことは、

自らの心掛けや行動が、周囲の人を助

けたり、関係者をあるべき方向へ導くこ

とができるという意識を持つことです。

こうした意識こそが、チームとしてファ

ミリーマートをナンバーワンにしていく

という、「フォア・ザ・チームの精神」です。

これが、ファミリーマートらしさすべて

に繋がっていくと考えております。 

　ファミリーマートはこれからも加盟店

と社員が「フォア・ザ・チーム」の精神で

一体となって、ステークホルダーの皆さ

まに信頼され続けるチェーンを目指し

て邁進してまいります。 

 

ブランドブック 
「ファミリーマートのこころ」 
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●ファミリーマート基本理念 
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　ファミリーマートらしさを規定するにあたり、大規模なイメージ

調査結果をもとに検証。その結果、お客さまがファミリーマートに

抱いているイメージは「親しみやすさ」であることが分かりました。 

　このイメージ調査の結果を出発点として、お客さまに提供する

価値を「気軽にこころの豊かさ」と規定。「気軽に」とは、お客さま

の身近にあって、いつでもご来店いただけるというコンビニエン

スストア業態の基本的な価値のこと。「こころの豊かさ」とは、お

客さまの消費に対する意識、すなわち「ファミリーマートならでは」

と感じていただける付加価値のことです。「ファミリーマートに行

くと、ちょっとほっとするよね、癒されるよね、楽しませてくれるよね」

という「こころに響く何か」を常に提供しつづけるコンビニエンス

ストアになること。それが「ファミリーマートらしさ」（ブランド）と

して形成されることを目指しています。 

　さらに「気軽にこころの豊かさ」を「行動」として実践する際の

発想の原点を「ホスピタリティ」に置いています。おもてなしの気

持ち、さりげない心遣い、思いやり、やさしさなどはマニュアルで

画一的に規定することはできません。一人ひとりが自分なら何を

することがホスピタリティにつながるかを考えて行動することが、

お客さまにファミリーマートらしさを感じていただけることにつな

がります。 

　また、ファミリーマート基本理念とあわせて制定されたのが「ファ

ミマシップ」と呼ばれる行動指針です。ファミリーマートらしさプ

ロジェクトのメンバーにより、社員、加盟店の意識のベクトルあわ

せが必要との認識に基づき、何度も討議を重ねた結果生まれたの

がファミマシップです。社員、加盟店が「気軽にこころの豊かさ」

を掲げることを常に意識し、判断に迷ったときに振り返る拠り所と

しています。 

　2007年度はこの活動も3年目を迎え、ファミリーマートがブラ

ンドの方向性として目指すものをまとめたブランドブック「ファミリー

マートのこころ」を全社員に配付しました。改めて社員一同でファ

ミリーマートが「ブランド」（らしさ）として確立を目指す方向性の

共有化を図るとともに、これからもファミリーマートの魅力をお客

さまに提案してまいります。 

 

「ファミリーマートらしさプロジェクト」とは 

　2006年9月、ファミリーマートは創立25周年を機に15年ぶ

りに基本理念を改定しました。企業の社会的な責任として、その

活動の拠り所となる「基本理念」を明確に定め、企業としての持続

可能な発展を目指すことはとても重要です。役員、社員から加盟

店のストアスタッフに至るすべての関係者が基本理念を共有する

ことで、こころを一つにし、ファミリーマートらしさを築いています。 

スローガンは、『あなたと、コンビに、ファミリーマート～お客さま

の気持ちに一番近い、なくてはならない「コンビに」になることを

宣言します～』と定めました。「あなたと、コンビに、ファミリーマー

ト」という広く親しまれているメッセージを2005年に7年ぶりに

復活させました。ファミリーマートに関係するすべての人と「共に

歩む」という企業姿勢を表現しています。 

 

基本理念制定の背景 

「ファミリーマートらしさ」の規定 

各部門から代表者を集めた「らし
さプロジェクト」。現在も毎月1回
のペースで、全部門の代表者が集
まり、ファミリーマートらしさにつ
いて討議をしています。 

　数多くのコンビニエンスストアが出店し、インターネットによる

通信販売などで、誰もがいつでも気軽にショッピングを楽しめるよ

うになった今、競合各社と差別化を図り、お客さまに積極的にファミ

リーマートを選んでいただくためには、ファミリーマートらしい個性

や特徴、いわゆる「ブランド」を作ることが重要であると考えます。 

　そこで2005年4月に、全社全部門から代表者を集め、約50名

からなる「ファミリーマートらしさプロジェクト」を発足。“ファミリー

マートらしさ”を規定し、全社員および全店舗にその考えを浸透さ

せ、お客さまに発信していくための活動を推進しています。 
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「ファミリーマートらしさプロジェクト」の主な取り組み 

　より多くの方々に“ファミリーマートらしさ”をイメージとして訴

求するために、テレビCMや新聞広告などのコミュニケーションツー

ルに統一した「表現コンセプト」を策定しました。 

　その内容は、ファミリーマートの広告を見た人が「ちょっと前向

きな気分になれる」ものとし、商品やサービスの特徴を「お客さま

から見た魅力」として描くことを基本としています。 

　これからも、訴求テーマは異なっても、つねに同一のイメージで

広告を打ち出すことにより、トータルで“ファミリーマートらしさ”

を感じていただけるよう努力してまいります。 

 

社長とダイレクトに意見交換を行う機会は、
プロジェクトメンバーのモチベーションアッ
プにもつながっています。 

　ファミリーマートらしさ活動には、全社員、全加盟店の理解と浸

透が欠かせません。 

　そこで、全社員に対してイントラネットを使って、「店舗や本部各

部門での取り組み」「プロジェクト報告」などを毎週配信し、情報

の共有を図っています。 

　また、プロジェクトメンバーと社長が直接話し合う機会を定期的

に開催し、トップへ思いを伝え、トップの思いを聞くことで、全社の

考えを統一する機会を設けています。 

　そのほか、年2回、イメージ調査を行い、“ファミリーマートらしさ” 

がどれだけお客さまに浸透したかの効果測定を実施しています。 

＊ 

＊ 
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　 „
ら
し
さ
“を
ア
ピ
ー
ル 

● 

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の 

　 

す
べ
て
の
活
動
で 

　„
ら
し
さ
“を
実
感 

2005年 
„
ら
し
さ
“の
明
確
化 

„
ら
し
さ
“の
具
現
化 

目
に
見
え
る
ア
ク
シ
ョ
ン 

2007年 2008年 

日
常
業
務
と
の
融
合 
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　お客さまに最も“ファミリーマートらしさ”を感じていただける

もののひとつが商品です。“ファミリーマートらしさプロジェクト”

では、“らしさ”の発想の原点である「気軽にこころの豊かさ」を具

現化した商品づくりのために、「8つの商品コンセプト」を設定。 

　このコンセプトに基づく商品として、2006年3月には「三ツ星

パスタ」、5月には「Sweets＋」を発売。また、お客さまの声を反

映した「お客さまが参加して楽しめる、共に作り上げる商品」企画

なども行い、「あなたと、コンビに、」な商品開発にも積極的に取り

組んでいます。 

　“ファミリーマートらしさ”をお客さまに伝える最前線となる店

舗では、「店舗を自分の家と考えたとき、どのような状態でお客さ

まをお迎えしたいか」といった「ホスピタリティ」の考えを意識した、

さまざまな取り組みを進めています。 

　また、地域やお客さまとの「こころの交流」を図るため、近隣の

子供たちの描いた絵を店内に掲出したり、地域の美化清掃に参加

したり、児童養護施設支援を行うなど、各加盟店がスーパーバイザー

とアイデアを出し合いながら、“ファミリーマートらしさ”を具現化

した取り組みを進めています。 

つの商品コンセプト 

自分のためだけでなく、 
周りの誰かを喜ばせられるような商品 

お客さまが参加して楽しめる 
共に作り上げる商品 

「家族」「家庭」「ファミリー」を 
感じさせる商品 

コト・記憶・体験に訴える商品 
（感性に響く商品） 
 

8

ホスピタリティの実践 ストアスタッフへの理解・浸透 

●子供たちのぬり絵の店内掲出 

●お客さまへの掲示板設置 

 
●近隣の公園の清掃活動 

●児童養護施設支援のための 
　チャリティ・キャンペーン実施 

●トイレピカピカ宣言 

●窓ピカピカ宣言 

●「自分が何をされたら、 
　嬉しいか」を自ら考える環境づくり 

●感動体験共有ノートの作成 

お客さまとの「こころの共有」 地域への貢献活動 

＊ 

＊ 

「遊びごころ」を感じさせる商品 

「リラックス」「ゆとり」 
「リフレッシュ感」を感じる商品 

手軽に「本格感」を味わえる商品　 

環境・社会貢献につながる商品 

1

2

3

4

5

6

7

8

各店舗の取り組み例 
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内部統制推進プロジェクト 

企業としての信頼と社会的責任を果たすために、 

コーポレート・ガバナンスを強化し、コンプライアンスを周知徹底させて、 

全社を挙げて新しい経営システムの構築に取り組んでいます。 

透明度の高いシステムで、より健全な経営を。 

　当社は、コーポレート・ガバナンスの充実が企業価値の

向上につながると考え、透明度の高い経営システムの構

築を図ることが重要と考えています。そのためには、法令

等遵守(コンプライアンス)体制と業務の適正を確保する

ための体制を構築し、その上で情報開示(ディスクロージャー)

を行い、説明責任(アカウンタビリティ) を果たすことがコー

ポレート・ガバナンスを確保することになると考えています。 

　2007年6月現在、取締役会は11名で構成され、会社

の重要な業務執行の決定と職務の監督を行っています。

また、執行役員制を採用し、業務執行権限を執行役員に大

幅に委譲して、職務の決定と執行の迅速化を進めています。 

ガバナンス 

コーポレート・ガバナンス 

株 主 総 会  

代表取締役社長 

執行役員 

監査室 

リスクマネジメント・ 
コンプライアンス委員会 

経営会議 

営業戦略会議 

情報管理室 

内部統制推進プロジェクト室 ディストリクト・各部門 

監査役（会） 

選任・解任 選任・解任 

会計監査 

監査 

選任・解任 

監督／選任・解任 

会計監査人 取締役会（取締役） 

コーポレート・ガバナンス体制 

　コーポレート・ガバナンスの強化に伴い、

2006年3月1日に、社長直属の組織とし

て「内部統制推進プロジェクト室」を設置

しました。　 

　これは「日本版SOX法」の法制化を視

野に入れたもので、財務報告の適正化を

確保すること、さらに全社の業務プロセス

改革を推進することを目的としています。

内部統制プロジェクト室は財務報告にか

かわる内部統制の適正化を確保するため、

社内の業務が適正に行われ、結果として

作成される財務報告が正確に企業活動の

実態を反映していることを保証するため

の社内活動で、各部の業務を抽出し、不正

や過ちが生じそうな部分を特定するとと

もに、それが現実の問題とならないような

仕組みを構築しています。 

　また、会社法の施行を受け、2006年5

月19日開催の取締役会において「内部

統制システム構築の基本方針」を決定し、

その内容をインターネットHP上で公開し

ています。 

　今後も当社を取り巻く経営環境の変化

等に応じて、基本方針の有効性を継続的

に監視および評価することにより、基本方

針に見直しを加え、内部統制システムの

充実に努めます。 

「内部統制システム構築の基本方針」について 

当社の内部統制システム構築の基本方針は、「コンプライアンス」・「リスクマネジメント」・「財務報告の適正性の確保」の3つを

柱としており、以下の体制について整備・充実を図っています。 

1.取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制 

2.損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

3.財務報告の適正性を確保するための体制 

4.取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

5.取締役の職務の執行にかかわる情報の保存および管理に関する体制 

6.当社並びに子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

7.監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項 

8.監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性に関する事項 

9.取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制 

10.その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

この内部統制システムの充実を図り、透明度の高い経営体制を構築することによって、企業価値の確保、向上に努めてまいります。 
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リスクマネジメント・コンプライアンス 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

リスクマネジメント・コンプライアンス委員会と専門部会 

倫理・法令遵守基本方針等 

リスクマネジメント 

コンプライアンス 

　当社は、以前から災害、情報セキュリティ、

商品の安全など、企業活動におけるさま

ざまなリスクを未然に防ぎ、万一の場合で

も被害を最小限にとどめるための体制を

構築しています。 

　2006年7月には、「内部統制システム

構築の基本方針」に従い、既存の「コンプ

ライアンス委員会」を改組し、「リスクマネ

ジメント・コンプライアンス委員会」を設

置しました。この委員会では、全社的なリ

スク管理、法令遵守の活動を統括すると

ともに、リスクの分析、評価を行い、主要な

リスクの管理体制および方法に関する規

程を整備しています。 

　2007年3月からは、リスクマネジメント・

コンプライアンス委員会内に「危機管理」、

「コンプライアンス」、「情報管理」に関す

る各専門部会を設置し、法令遵守を含め

た各分野のリスクマネジメントの推進に

あたっています。 

 

リスクマネジメント・コンプライアンス委員会 

危機管理部会 コンプライアンス部会 情報管理部会 

全社的なリスク管理、法令遵守の活動を統括 

災害発生時の会計財産の安全
確保に関する全社的な体制の整
備・運用を推進 

法令遵守に関する全社的な体制
の整備・運用を推進 

機密情報･個人情報の安全な管
理に関する全社的な体制の整備・
運用を推進 

　当社では、「ファミリーマート倫理・法令

遵守基本方針」をはじめ、「ファミリーマー

トコンプライアンス行動指針3項目」、「コ

ンプライアンスに関する行動規範」を制

定しています。 

　また、倫理・法令違反の行為を是正し、

未然に防止することを目的に「内部情報

提供制度」を導入し、倫理・法令遵守体制

を強化しています。 

　2006年7月には、上記の「リスクマネ

ジメント・コンプライアンス委員会」のもと、

倫理・法令遵守体制の一層の強化を図っ

ています。 

　さらに、2007年5月には、「ファミリー

マート倫理・法令遵守基本方針」等を記載

した「倫理・法令遵守」カードを全社員に

配付し、周知徹底を図っています。 

ファミリーマート 
倫理・法令遵守基本方針 

コンプライアンス 
行動指針3項目 

コンプライアンスに 
関する行動規範 

全社員一人ひとりの 
行動の基本指針 

具体的な行動 
（求められる行動、 
 してはならない行動） 

私たちは、倫理・法令等違反を 
「しない」「させない」 
「見過ごさない」 

各規範ごとに「相談先」 
「該当法令」「社内規程」 
を掲載 
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　グループ企業における個人情報の取り

扱いも、ファミリーマートにとって重要な

経営課題です。そのため、提携業務の多

い関連会社にプライバシーマークの取得

をすすめるとともに、国内エリアフランチャ

イザー3社に対しては、規程、基準の制定や、

体制の強化を図り、グループとしての個人

情報保護に取り組んでいます。 

個人情報の保護 安全な管理体制の構築に努めています。 
個人情報を適切に管理することは、いまや重要な経営課題です。 

ファミリーマートは、個人情報の漏洩、滅失、毀損の防止に努め、 

安全管理に取り組んでいます。 

個人情報保護の取り組み 

プライバシーマークを取得 

情報の安全管理措置 

グループ企業の個人情報保護 

　個人情報や機密情報を適切に取り扱う

ため、「情報管理部会」を中心に、経済産業

省ガイドラインで定められた4つの「安全

管理措置」に沿った取り組みをしています。 

 

 1. 組織的安全管理措置 

　2005年、「個人情報保護規程」を制定

するとともに、すでにある内部諸規程につ

いても改定を行いました。とくに個人情

報を委託するお取引先の選定には、厳密

なルールを設けました。 

 2. 人的安全管理措置 

　全役員、全従業員が年1回以上、個人情

報保護教育を受講しています。また、全役

員、全社員から個人情報を漏洩させない

旨の誓約書の提出を受けています。 

 

 3. 物理的安全管理措置 

　ファミリーマートでは、個人情報を取り

扱うセキュリティゾーンに入退館システム

を導入。権限のない者は入退館できない

体制を敷き、入退館者の記録管理も行っ

ています。 

 4. 技術的安全管理措置 

　すべてのシステムで、情報を閲覧できる

対象者を制限した上でアクセスログを取

得し、定期的にレビューを行っています。 

 

「料金収納払込票」の紛失事故と改善策 

　2007年1月6日、お客さまからお預かりした料金収納の払込票（本

部控）139件が、店舗からの回収中に紛失する事故が発生しました。

払込票にはお客さまの氏名、住所が記載されており、車両、配送ル

ートなどを捜索しましたが発見できず、同日警察署に紛失届けを提

出しました。 

　ファミリーマートではこの事態を重く受け止め、再発防止に向け

て払込票回収時の管理体制を再点検し、安全管理措置の強化を図

りました。 

再発防止策 

① ドライバーの基本動作の徹底（払込票の入ったバッグ 
　 の定期的所在確認、店舗ごとの回収報告実施など） 

② 車両で運搬する際の保管什器について仕様を見直す 

③ 保管什器を車両に固定する 

　2006年11月21日、コンビニエンス

ストアチェーン本部として初めて「プライ

バシーマーク」付与の認定を受けました。

プライバシーマークとは、(財)日本情報処

理開発協会が、個人情報の取り扱いにつ

いて、日本工業規格「JIS Q 15001」に

基づいた適切な保護措置を行っている事

業者を認証し、マーク使用を許可する制

度です。 

　ファミリーマートは、社会からの信頼に

応えるため、2002年から情報セキュリティ

運用管理体制の一環として「プライバシー

マーク」取得の準備を進めてきました。今

回、付与の認定を受けたことは、本部として、

個人情報保護体制が適切であると認めら

れたことになります。今後も個人情報保

護について、社

内の意識を高め、

積極的に活動を

推進していきま

す。 

 

・・・など 
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2005

2006

2004

2003

2002

10,317

10,688

9,984

9,544

9,318

営業利益（単体・連結） ［単位：億円］ 

従業員数（単体） ［単位：名］ 

チェーン全店売上高（単体） 

都道府県別店舗数（2007年2月末現在） 

営業時間別店舗数（単体） 

店舗数の推移 

営業総収入（単体・連結） ［単位：億円］ 

［単位：億円］ 

297

286

272

270

326
275
296

308

290

279

2,540

2,717

2,351

2,245

2,122

2006
［年度］ 単体■　連結■ 

［年度］ 

［年度］ 

［年度］ 単体■　連結■ 

［年度］ ■国内プロパー　■国内エリアフランチャイズ　■海外エリアフランチャイズ 

2005

2004

2003

2002

1,840

1,733

1,625

1,562

2,764
1,940
2,978

2,529

2,289

2,174

2005

2006

2004

2003

2002

2006

2005

2004

2003

2002

12,452

13,122

11,501

10,326

9,123

5,718

6,148

5,077

4,127

3,110

450

473

430

429

420

6,284

6,501

5,994

5,770

5,593

2005

2006

2004

2003

2002

サービス 
26,934 
2.5%

EC 
52,961 

5.0%

非食品 
276,656 

25.9%
食品 
712,270 
66.6%

2006 
年度 

2006
年度末 

［単位：店］ 

直営店 
358 
5.5%

加盟店 
6,143 
94.5%

2006
年度末 その他 

178 
2.7% 24時間営業 

6,323
97.3%

商品分類別売上高（単体） 店舗状況（単体） 
［単位：百万円］ ［単位：店］ ［単位：店］ 

財務状況 
2006年度のファミリーマートの財務状況および店舗数、運営状況などをご報告します。 

●商号 
●本社所在地 
 
●電話番号 
●ホームページ 

株式会社ファミリーマート 
〒170-8404 東京都豊島区 
東池袋四丁目26番10号 
03-3989-6600（代表） 
http: / /www.fami ly.co. jp

●設立年月 
●資本金 
●事業目的 
 
●従業員数 

1981年9月1日 
166億58百万円 
フランチャイズシステムによる 
コンビニエンスストア事業 
2,717名 

会社概要 

青森 
岩手 
秋田 
宮城 
山形 
福島 

15
90
20

194
90

132

茨城 
栃木 
群馬 
埼玉 
千葉 
東京 
神奈川 
山梨 
長野 

134
109

84
367
263

1,025
494

66
21

新潟 
富山 
石川 
福井 

21
65
67
86

滋賀 
京都 
奈良 
和歌山 
大阪 
兵庫 
 

鳥取 
島根 
岡山 
広島 
山口 

108
141

49
63

634
277

19
20
81

141
11

香川 
徳島 

60
37

愛媛 
高知 

57
17

福岡 
長崎 
大分 
佐賀 
熊本 

250
136

66
49
93

宮崎 
鹿児島 

74
192

韓国 
台湾 
 

中国 
タイ 

3,471
2,023

104
538

米国 12（株）南九州ファミリーマート 

（株）北海道ファミリーマート 

沖縄 194

（株）沖縄ファミリーマート 

静岡 
愛知 
岐阜 
三重 

201
438

93
117

●全家便利商店股　有限公司（台湾）  
　104 中華民国台湾省台北市中山北路 
　二段61號7樓 

●BOKWANG FAMILYMART 
　CO.,LTD.（韓国） 
　135-090  大韓民国SEOUL特別市江南区 
　三成洞 141-32  

●広州福満家便利店有限公司（中国） 
　510080 中華人民共和国広東省広州市越秀区 
　中山二路一街35号之1 冶金建築設計研究院三楼 
 

●Siam FamilyMart Co.,Ltd. （タイ） 
　Vanit Building II, 11th Fl., 1126/2 
　New Petchburi Road, Makkasan,  
　Rajchtewi, Bangkok10400, THAILAND 

●上海福満家便利有限公司（中国） 
　200041 中華人民共和国上海市南京　
　西路993号 錦江向陽大楼9樓 
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（店舗数） 

（年度末） 

全国47都道府県への店舗網が完成 

2007年2月末現在国内6,974店舗。 

昨年の北海道出店で理想の全国ネットワークが完成しました。 

また、ニューマーケットへの進出や新しいスタイルの店舗展開など 

時代にふさわしい試みに積極的に取り組んでいます。 

 

全国出店を達成。真のナショナルチェーンに。 店舗展開 

　ファミリーマートは、1973年に埼玉県

狭山市でコンビニエンスストアの実験店

を開店して以来、お客さまからご支持をい

ただき、各地で店舗展開を進めてきました。

そして、2006年7月の北海道進出で、

47都道府県すべての出店を達成して、全

国各地のお客さまに、ファミリーマートの

商品のおいしさ、便利なサービス、さらに

はホスピタリティあふれる“おもてなし”を

お届けできるようになりました。また、商

品の仕入れなどの面でもスケールメリッ

トが生まれるため、加盟店の利益につなが

ることにもなりました。 

　この全国出店については、今後さらに

発展していくネットワーク社会のインフラ

としての機能をファミリーマートの店舗そ

れぞれが担い、将来のファミリーマートの

進化と永続的な成長のための絶対条件で

もあります。 　 

　また、海外については日本発祥のコン

ビニエンスストアとして「パン・パシフィッ

ク構想」の下、1988年の台湾への出店以

来、韓国、タイ、中国、そして米国にまで出

店網を広げ、成長するにいたりました。 

　ファミリーマートでは、「あなたと、コン

ビに、ファミリーマート」のスローガンの下、

各国のお客さまとともに歩み、成長し、さ

らなる飛躍を図っていきます。 

　今後も、来るべきグローバル20,000

店体制に向けて日本を拠点としたコンビ

ニエンスストアとしての「グローバルスタ

ンダード」を確立させるべく、より一層質

の高い出店を加速してまいります。 

 

左から、ＡＦＣ事業本部長 浦元常務取締役、 
（株）北海道ファミリーマート 西尾社長、 
開発本部長 高橋取締役（当時） 
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ニューマーケットへの出店 

学生・教職員合わせて2万人が在籍する名古

屋大学東山キャンパス内にオープン。店内に

はインターネットスペースを完備し、カフェ機

能も充実。学生のキャンパスライフをサポー

トする環境が整っています。 

 

池袋サンシャインビル4階にオープン。内装

に落ち着きのある木目をふんだんに使い、床

材もフローリングを採用しています。柔らか

な雰囲気を持つ空間です。輸入文具や各国

のミネラルウォーター、スープといった「ファ

ミマ!!」オリジナル商品なども販売しています。 

米沢キャンパス内に出店。県道に面し、大学

関係者はもとより、近隣の方にもご利用いた

だけます。店内に大学のインフォメーションコー

ナーを設置。イートインコーナーには同大学

で研究中の白色有機ELパネルを展示するなど、

大学工学部にふさわしいお店です。 

衣服・医療品などが充実した、病院ならでは

の品揃え。木目調で温もりのある店舗デザイ

ンや、高齢者・患者さんにやさしい店舗レイア

ウトなど、病院内でも安らぎのある空間を演

出してお客さまにご利用いただいています。 

 

1階国内線チェックインカウンターから2階へ

と上がるオープンスペースに出店。お弁当、

日用雑貨など定番の品揃えはもとより、「Fami

ポート」での各種サービスや宅急便の取り扱

いなど、秋田空港を利用される方のための利

便性も充実しています。 

名古屋大学店　　（2006年7月20日開店） 

ファミマサンシャイン店（2006年7月19日開店） 

　ファミリーマートは、お客さまの利便性

を最優先して考え、従来の標準型のコン

ビニエンスストアとは別に、新しいマーケッ

トへの進出を図っています。これまで、ホ

テル、病院、大学、空港、高速道路のサー

ビスエリアなど、さまざまな立地特性に合

わせた店舗展開を行い、デザインや品揃

えで、お客さまに好評をいただいています。  

 

四国がんセンター店  （2006年4月1日開店） 秋田空港店　　　（2006年7月7日開店） 

 山形大学工学部店  （2006年10月3日開店） 津軽SA店　　  （2006年12月22日開店） 

「ファミリーマートらしさ」をコンセプトにした実験店がオープン。 
　内装、店舗設備等に「ファミリーマートらしさ」を反映させた第一号実験店（泉

中央駅前店）が、2006年12月、仙台にオープンしました。 

　「落ち着いた雰囲気で、居心地が良く、つい長居をしてしまうような店舗空間」

をテーマに設計されており、「ファミリーマートらしさ」に基づく色や「円・丸・アー

ル」を採用した店内デザイン、白と茶色で統一した新カウンター、店頭にペットを

つなぐことができるドッグフックなど、お客さまの安全性・快適さをより重視した

店舗となっています。 

東北自動車道・上り線・津軽SA内に出店。高

速道路内では、本州最北端のコンビニです。

除雪ブラシや車載用スコップ、カー用品、ね

ぶた関連土産品、りんご特産品など、高速道

路を利用される皆様に喜んでいただける多

彩な商品も揃っています。 

経
済
性
報
告 
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　ファミリーマートのファスト・フードとして、ご好

評をいただいている『フライドチキン』。2001年

10月の発売以来、2007年3月には累計販売本

数2億本を突破し、現在では年間約6,000万本も

の販売本数を数えています。 

　こうしたロングセラーを支えているのが、「おい

しさ」と「品質」の追求です。とくに近年、狂牛病、

鳥インフルエンザ、O-157等の食品を媒介にした

病気や、メーカーの品質衛生管理の問題が問われ

ており、あらためて「食の安全」が注目を集める中、

ファミリーマートの人気商品のひとつである『フラ

イドチキン』の生い立ちを追いかけることで、ファ

ミリーマートの「おいしさ」と「品質」に対する取り

組みとこだわりをご紹介します。 

 

卵から製品までの一貫生産 

　ファミリーマートの『フライドチキン』は、世界有数の穀物会

社が経営するタイの工場で委託製造されています。こちらの

工場の最大の特徴は、トータルインテグレーション。雌鶏（親鶏）

の飼育から、産卵、孵化、養鶏、加工、冷凍、さらに飼料の調合

まで、すべてをこの工場が責任を持って行い、最新鋭の設備

で全工程を一括管理して生産しています。 

　そのため、原料から製造までの各工程で品質管理と温度管

理を徹底でき、さらに原料となる鶏が、いつ生まれて、どのよ

うな飼料で育てられたか、また、いつ加工、調理、冷凍されたか、

そして、いつ箱詰めして、どこの港からいつ出港したかを、明

確にトレースすることができます。 

　トータルインテグレーションだから実現できる、きめ細かな

品質管理とトレーサビリティ。これらにより、つねに安全・安心

でおいしい『フライドチキン』をお客さまのもとにお届けする

ことができるわけです。 

種 鶏 場  

孵 化 場  

ブロイラー農場 

ブロイラー処理場 

加 工 場  

 

飼料工場  

おいしさを、安心して 
味わっていただくために。 

フ ラ イ ド チ キ ン の ふ る さ と を 訪 ね て  

特集 

年間6,000万本の責任 

タイ工場におけるトータルインテグレーション（全工程一括管理） 

保温ケース（ホッターズ） 
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ファミリーマートがタイにこだわる理由 

　タイの委託製造工場は、ファミリーマートが契約を結ぶ以前

から、ヨーロッパで消費される数多くのフライドチキンを製造

しており、ヨーロッパの厳しい品質衛生管理基準に則った製造

ノウハウと設備を有していました。それを基盤としながら、日

本の法的基準とファミリーマート独自の品質衛生管理基準を

加味することで、日本でもヨーロッパでも十分に通用する、よ

り厳密な品質衛生管理体制を整備しています。 

　また、国土の広さもタイを選んだ理由のひとつ。人やクルマ

が行き交う都市部から離れた広大な敷地に、ファミリーマート

専用の種鶏場、孵化場、ブロイラー農場、処理場、加工場を余

裕をもって配置できることで、生きた鶏を扱うエリア、生肉を

扱うエリア、加工するエリアをそれぞれ隔離し、雑菌などの空

気感染を防いで、安全な鶏肉およびフライドチキンを生産でき

る環境を作り出しています。 

 

　『フライドチキン』の加工、調理、輸送の各工程では、品質管

理の国際規格である「ISO9001」に加え、食品の安全性を高

度に保証するための衛生管理手法「HACCP（危害分析重要

管理点）」、HACCPの中でも設備や器具等における基準「GMP

（適正製造基範）」といった、さまざまな品質衛生管理に関する

基準やシステムに基づいて、安全・安心を徹底しています。 

　また、加熱調理については、日本の農林水産省が定める指定

条件もクリアしており、世界の品質衛生管理基準に照らして、

できる限り厳しい品質衛生管理条件のもとで、商品づくりを進

めています。 

　冷凍状態で店舗に納品された『フライドチキン』は、フライヤー

と呼ばれる加熱加工調理器で解凍および再加熱を行い、ホッター

ズと呼ばれる保温ケースに陳列します。 

　タイの工場ですでに味付けし、中まで火を通しているので、

店舗での調理はマニュアルに従って揚げ時間も油の温度も

自動制御されたフライヤーのスイッチを入れるだけ。商品によっ

て品質にバラつきが出ることもありません。また、ホッターズ

の庫内はおいしさと加湿状態が良好なバランスで保たれる

65℃に設定しており、さらに調理した時刻から割り出した販

売期限を厳守することで、つねに揚げたて感覚のジューシー

な『フライドチキン』を提供できるようにしています。 

原料となる鶏肉のさまざまな
品質検査を行う、研究品質管
理施設。 

世界基準の“安全安心” 

店舗では「時間」と「温度」を守って 

特
　
集 

飼料用サイロ 

フライヤー 
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　ロス種、コブ種という鶏を使用している理由は

2つあります。ひとつは、丈夫で耐病性に優れた

品種であること。お客さまの口に入るフライドチキ

ンの原料となるだけに、病気になりにくい鶏であ

ることはきわめて重要です。 

　もうひとつは肉質の美しさです。ロス種、コブ

種は、生肉のときはきれいなピンク色をしており、

加熱すると白くなりやすい肉質を持っています。

食品の場合、見た目の美しさもおいしさの大切な

ポイントです。 

　「ドラム」と呼ばれる、鶏のもも肉のみを使用し

ています。この部位はコクがあって、ジューシーで、

とくに日本人の好みに合っているといわれています。

ちなみに欧米人の場合は、あっさりした胸肉やさ

さみなどの部位を好む人が多いようです。 

　また、フライドチキンを調理する際、部位によっ

て味を染み込ませる方法が異なるため、使用す

る部位を限定することで、つねに安定したおいし

さを提供できるというメリットもあります。 

　ファミリーマートの『フライドチキン』は、原料の調達から

製造までをすべてタイの委託工場で一貫生産し、日本へ、そ

して各店舗へ運び、お客さまのもとにお届けしています。 

　その間にはさまざまな工程を経ており、それぞれの工程

で、安全・安心でおいしい『フライドチキン』をつくるため

の工夫とこだわりを実践しています。 

フ ラ イ ド チ キ ン が お 客 さ ま に 届 く ま で  

種

鶏

場

 

孵

化

場

 
ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
場 

ブ
ロ
イ
ラ
ー
処
理
場 

●「約23万羽／日」の 
　ヒヨコを生産 

● 原料肉は 
　 冷蔵温度を 
　 維持して 
　 加工場へ 

●スコットランドから　
　直輸入した雌鶏、ロス
　種とコブ種を飼育 

●「約26万個／日」の
　卵を生産 

飼料工場 

フ ラ イ ド チ キ ン の ふ る さ と を 訪 ね て  

特集 

ファミリーマートの 
フライドチキンは、 
どんな部位を使っていますか？ 

親鶏にロス種とコブ種を 
使うのはなぜですか？ 

「おいしさ」「あんしん」の 
 ワケをお話しします。 

A.

Q.

A.

Q.

● 良質な肉質を 
　 作るための 
　 エサを配合 

● 健康なヒヨコだけを 
　 選別して飼育 

タイ 
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　鳥インフルエンザは主に野鳥から感染するケー

スが多いとされています。そのため、委託工場では、

卵から孵化した鶏が商品になるまで、一切外気に

触れない環境を作り出しています。さらに加工工

場は、生肉を扱うエリアと加熱調理を行うエリアを

遮断して、人、もの、空気によるウイルスや雑菌の

混入を完全に防ぐ構造となっています。 

　また、施設内に人が入場する際は、衣服をすべ

て着替え、数多くの殺菌工程を経るなどの厳しい

管理体制を敷いています。 

　調理工程では、油で揚げるフライヤーと加湿加熱を

行うホットエアオーブンを組み合わせて、いったん蒸し

てから揚げる独自の低温加湿加熱調理を行っています。

これにより、鶏肉本来の自然な食感とジューシー感を残

しながら、外側の衣はカリッと香ばしく仕上げることが

できます。 

　また、長時間加熱によって加熱不足をなくし、完全調

理された状態で日本へ輸送していますので、店舗で温

め直すだけで、おいしいフライドチキンを提供できます。 

 

加

工

場

 

物

流

 

配
送
セ
ン
タ
ー 

店

舗

 

●日本の農水省の基準で加熱加工 

●徹底した温度管理と空調管理 

●「フライヤー＋ホットエアオーブン」 
　による調理システム 

日本 

カリッとした衣の食感と、 
肉のジューシー感は 
どうやって作っているの？ 

A.

Q.
鳥インフルエンザ対策は、 
どのようにしていますか？ 

A.

Q.

安全な食材調達のため、 
どんな取り組みをしていますか？ 

　卵から製品までを同一の敷地内で一貫生産す

るトータルインテグレーションにより、卵を孵化させ

るところから飼育までをトータルに管理し、素性の

はっきりした鶏を原料としています。また、加工前

の鶏肉は、ロットごとに残留農薬、抗生物質、微生

物検査などの各種検査を行い、安全性が確認さ

れたもののみを使用しています。 

　味付けに使う調味料や、衣などに使う副原料に

ついては、3次原料まで遡って、安全性の確認を

行っています。 

A.

Q.

鶏肉の処理 

加熱加工 袋詰め 

出荷 

特
　
集 
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ラベル表示による商品情報の提供 

きめ細かい品質検査・点検・確認を実施 

一貫した品質管理システム 

ファミリーマートは小売業としての社会的責任のもと、 

法的基準より厳格な独自の品質基準をクリアした商品だけを販売しています。 

とくに食品については、徹底した品質管理体制で、つねに安全性を追求しています。 

徹底した品質管理で、安全で安心な食品を。 

　お客さまにつねに新鮮で安全・安心な

商品をお届けするため、ファミリーマート

の中食商品（おむすび、寿司、弁当、惣菜、

サラダ、サンドイッチ等）は、原材料の調達

から、製造、配送、販売に至るすべてのプ

ロセスで厳格な品質管理基準を定め、トー

タルに品質管理を実施しています。 

 

　中食商品を開発・販売するにあたり、本

部の商品部および品質管理部に加え、外

部専門機関にも依頼し、さまざまな品質

検査を行っています。細菌検査、栄養成分

検査、添加物確認、アレルギー物質確認な

ど、きめ細かい安全・安心チェック項目に

基づく検査、点検、確認を重ね、すべてに

クリアした商品だけが店頭に並びます。 

 

 

　商品に貼付しているサーマルラベルには、

法律の規定に準じた「ファミリーマート表

示基準」に基づき、わかりやすく、正確で

適切な情報表示を行っています。 

　「アレルギー表示」は、法律で表示が義

務づけられている5品目に加え、推奨20

品目を表示。また、ゴミの分別にも役立つ

「容器材質の識別表示」も行っています。

さらに、「栄養成分」、「レンジ加熱の目安

時間」、「製造工場とその連絡先」、「取り

扱いに関する各種注意」、「保存料・合成

着色料不使用の表示」なども明示し、お客

さまにさまざまな商品情報をお知らせし

ています。 

 

品質管理部　星野聡子　　　　　　店舗の営業許可証有効期限管理、店舗水質検査の推進、品質衛生強化月間の企画など、
店舗での衛生管理のために、さまざまな企画を考えていきます。心掛けていることは、「お客さまに安全・安心な商品をお届けする」
ことです。 

　中食商品に使用する食材（原料）は、厳

しいFM品質管理基準を通ったものだけ

を全国の製造委託工場に供給しています。

また、新規食材については、事前に検査証

明書の確認と工場点検を行い、合格したメー

カーの食材だけを調達しています。 

　また、各製造工場においても食材の受

け入れ検査を実施し、安全・安心の確認を

行っています。 

　ファミリーマートでは、2002年3月よ

り「添加物総量の削減」に取り組んできま

した。削減にあたっては、品質の確保とお

いしさの維持を両立しながら、段階的に削

減を進め、2005年１月には中食全商品に

ついて合成着色料・保存料・甘味料の使用

を中止しました。 

本部の取り組み 

食材（原料）の品質管理体制 

食品添加物の削減 

合成着色料 

合成保存料 

合成甘味料 

天然保存料 

天然甘味料 

 

2002年3月より使用中止 

2002年10月より使用中止 

2002年10月より使用中止 

 

2005年1月より使用中止 

 

惣菜・サラダ・ 
調理パン・調理麺・ 
スナック麺 

弁当・ 
寿司・ 
おむすび 

2003年3月より 
使用中止 

2003年9月より 
使用中止 

サーマルラベルの表示基準 

●名称  

●製造年月日・ 

　時間  

●製造者 

●原材料名  

●添加物名  

●消費期限 

●栄養成分  

●保存方法 

●アレルギー表示 

   （義務5品目および推奨20品目） 

●容器材質識別表示 

●原材料の厳選調達 

●各種検査 

●食品添加物の削減 

●情報提供 

 

●食材の品質衛生管理 

●人の衛生管理 

●加工プロセスの 

　衛生管理 

●温度管理 

●1日3便体制 

 

●衛生管理 

●温度管理 

●販売期限管理 

工
場 

物
流 

店
舗 

本
部 

食の安全・安心 
お取引先とともに 
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店舗の取り組み 物流の取り組み 

工場の取り組み 

井内町店オーナー　飯田和男　　　     　子供会のクリスマスにフライドチキンの予約をたくさん受けました。スタッフと
もどもフライドチキンを揚げ、温かいままお渡ししました。「来年もまたお願いします」と大変喜んでいただきました。少しでも地
域のために役立つことがあれば積極的に関わって行きたいと思っています。 

 

　中食商品の製造を委託している米飯工

場、惣菜工場、麺（調理麺）工場等で組織

される「日本フレッシュフーズ協同組合

（NFF）」と協力しながら、各工場の品質衛

生管理を徹底しています。 

　定期的に外部専門機関による工場の品

質衛生点検を実施。細部にわたって品質

衛生管理状況をチェックすることで、つね

に管理レベルの向上を目指しています。 

 

　ISO9000シリーズは品質管理システム

の国際規格で、この認証を継続的に持続し

ている会社は、厳格な品質管理システムに沿っ

て事業活動を行っていると認知されます。 

　ファミリーマートでは、本部の品質管理

部にISO9001審査員資格をもったコン

サルタントを置いて、中食商品の製造委託

工場に対し、品質管理に関する指導を行い、

認証取得を奨励しています。また、認証を

取得したあとも、品質管理体制の持続とさ

らなる向上を目指すために、継続的な支

援を続けています。 

　商品を販売する店舗では、店内をつね

に衛生的に保ち、納品された商品は温度

管理された清潔なケースに陳列しています。

また、個々の商品について、メーカーが設

定した賞味期限および消費期限よりも前に、

ファミリーマート独自の「販売期限」を設け、

つねに鮮度の高い商品だけをお客さまに

提供しています。 

　また毎年、気温が上昇する6月を「品質

衛生強化キャンペーン」とし、店舗・お取

引先・本部が一丸となって販売期限管理

の徹底を中心とした品質管理の強化に取

り組み、意識の啓発を行っています。 

製造委託工場の品質衛生管理 

ISO9001の取得を奨励 

　原材料を工場へ、できあがった商品を

工場から配送センターへ、そして、配送セ

ンターから各店舗へ商品を配送する物流

プロセスでは、商品ごとに「冷凍」「チルド」

「定温」などの温度帯に分け、温度管理を

徹底しています。 

　また、1日3便の配送体制により、つね

に新鮮な商品をお届けしています。 

 

　製造委託工場では、衛生的に商品を製造

できるよう、従業員が作業中に気付いた点

や改善すべき点を直ちに汲み上げるシステ

ムを採っています。現場の声から生まれた

気付きを、誰もがひと目でわかる写真付き

の気付きポイントとして作成し、作業部署ご

とに注意しなければならない内容をまとめ、

衛生教育を行うことで、効果を上げています。 

　また、各工場の1年分の改善事例を集め

た小冊子を作成し、全工場に配付して、情報

の共有を図り、さらなる衛生管理の改善に

活かしています。 

「部署別衛生気付きポイント」を活用し、従業員の衛生教育を実施。 

社
会
性
報
告 

2006年度の 
 「品質衛生強化キャン
ペーン」ポスター 

商品ごとに販売期限が記載された「品質衛生管理
ハンドブック」を活用した教育を行い、販売期限の厳
守を徹底しています。 
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おいしくて、安全・安心なお弁当ができるまで。 
弁当工場訪問 

　ファミリーマートのお弁当のおいしさと品質へのこだわりを探るため、製造委託工場

のひとつ「株式会社ファーストフーズ」の八王子工場を訪ねました。当工場では、お弁当

に使用する食材の入荷から、保管、調理、加工、包装、そして配送センターへの出荷まで

を一貫して行っており、その一つひとつの工程をしっかり管理することで、安全・安心な

商品を提供しています。おいしくて、安全・安心なお弁当ができるまでの、さまざまな取

り組みをご覧ください。 

 
株式会社ファーストフーズ 八王子工場 
2001年4月竣工。約6,900m2の敷地に、延べ
440名が勤務しており、ファミリーマートのお弁当、
おむすび、お寿司を毎日12万食、製造しています。 

食材の入荷 

解凍・開封・計量 調  理 

保  管 

原材料受け入れ室では、各原材料メー

カーから届いた食材の受け入れ検

査を行い、合格したもののみを保管

庫に運びます。 

 

受け入れ検査 

納品伝票と照合しながら、入荷した食材の数量、製造日、

賞味期限、破損、汚れ、保管する温度帯などを検査・確

認しています。 

食材の入った箱に、入荷日を示す「入

荷日票」を貼付。日付管理を徹底し、

つねに鮮度の高い食材を使用します。 

保管庫では、「常温庫」「冷蔵庫」

「冷凍庫」があり、それぞれの

食材に応じて適切な温度帯で

保管し、整理・整頓をつねに心

掛け、鮮度管理を行います。 

 

保管には「先入れ先出し」のルー

ルを設け、先に入荷した食材から

使用します。 

各食材の保管場所がひと目で

わかる「棚割表」を作成し、在

庫状況と保管状態を、毎日チェッ

クします。 

あらかじめ解凍が必要

な食材は、冷凍庫から冷

蔵庫に移します。「解凍

管理票」を貼付し、解凍

開始日時や使用期限を

記入し、管理します。 

 

解凍室では、肉類、魚類など、

調理直前に解凍する食材は、

冷凍庫から解凍庫へ運び、

解凍します。 

計量室では、食材を袋か

ら取り出し、仕様書に従っ

て、使用する分量を正確

に計量します。 

 

すべてを使い切らない食材は再密封し、

「開封管理票」を貼付して、開封日時

と使用期限を記入し管理します。 

調理室では、フライヤーでの「揚げる」、ジェットオーブンでの「焼く」、

釜での「煮る」作業が中心となります。 

 

 

加熱調理した食材は中心温度を

計り、細菌が死滅する規定温度

に達しているかをチェックします。 
加熱調理後の食材はすみやかに

冷却機に入れ、規定の温度まで冷

まします。 

1 2

3 4
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社
会
性
報
告 

細部にわたるルールの作成と徹底が、おいしさと品質を守ります。 
（株）ファーストフーズ 八王子工場　成枝幸雄工場長 

ISO9001:2000  2001年10月認証取得 

　私たちは、食品を作る者の社会的責任および使命と

して、安全・安心な食品を提供することは大前提であ

ると考えています。そして、それを実現するためには

厳格なルールを作り、スタッフ全員が徹底することに

尽きると思っています。 

　当工場では数多くのスタッフが仕事をしています。

そのため、誰もがルールを理解できるよう、わかりや

すいビデオを作成したり、工場各所にポスターを掲示

するなど、つねに教育と啓発を行っています。また、新

製品が発表されると、そのたびに研修やテストランを

行うとともに、きめ細かい手順書を作成した上で製造

に取り組んでいます。スタッフ全員が、こうしたルール

に従い、品質衛生管理に配慮する気持ちがおいしさに

つながっていくのではないでしょうか。 

「働く人の衛生管理」と「食
材の品質管理」の2つがい
ちばんのポイントと語る、
成枝工場長。 

加  工 

食材一つひとつについて、

調理日時、調理温度、数

量などをきめ細かく「調

理日報」に記入し、製造

状況を管理します。 

 

調理器具の 
衛生にも気を配って 

調理後の器具は一つひとつ念

入りに洗浄。 

調理器具の「定位置管理」。器

具ごとの保管位置がわかる写真

を掲示して、管理を徹底します。 

盛付終了

後、お弁当

の重量を

チェックし

ます。 

工場内は、つねに清潔な作業
服、帽子、マスクの着用を義
務づけています。また、作業
中はさらに手袋とエプロンを
着用します。 

出  

荷 

出社時や作業前に、自身の健康
状態や傷、爪等をチェック表に
記入。 
 

マスクを装着し、粘着ローラー
で作業服の付着物を入念に取
り除きます。 
 

手を洗浄します。ブラシを使って、
爪の間まできれいに。 
 

工場各所に鏡を配置して、作業
中も髪の毛のはみ出しがない
か定期的にチェックできるよう
にしています。 
 

エアーシャワー後、もう一度ロー
ラー掛けを行い、これでようや
く製造現場への入室が認められ
ます。 
 

全身にエアーシャワーを浴びて、
作業服に付着したホコリや毛髪
などを飛ばします。 
 

製
造
現
場
に
入
室
す
る
ま
で 

働く人の衛生状態も厳しくチェックしています。 

検  品 

冷却後、食材を取り出し、規定の温度まで

下がっているか、温度チェックを行います。 

 

金属探知機

を設置し、

チェックして

います。万

一、金属混入

が認められたときは、ベルトコンベ

アが自動的に停止し、チェックの上、

排除します。 

 

5

6

盛付室では、

仕様書に従い、

決められたも

のを決められた量で盛付けしていきま

す。ごはん→おかず→添え物→ふたの

順で行います。 
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配送の流れ 

ファミリーマートの商品が店舗に届くまで 
配送センター訪問 

　ファミリーマートで販売している商品は、各工場や各メーカーからいったん配送センター

に集まり、そこから各店舗に配送しています。この配送プロセスにおいても、商品の品質管

理への配慮は欠かせません。 

　配送における品質管理の一番のポイントは、温度管理。商品は、「定温（18℃±2℃）」「チ

ルド（3～8℃）」を扱う定温センター、「冷凍（－25℃以下）」を扱う冷凍センター、「常温」

を扱う常温センターで保管・仕分けされます。また、配送車両も「定温室」「チルド室」を併

せ持つ2室式の定温車両・冷凍車両・常温車両を使用し、品質を保持しながら効率よくスピ

ーディな配送を行っています。今回は、「定温」「チルド」の商品を取り扱う「八王子定温セ

ンター」を訪ね、品質管理に関する取り組みを取材しました。 

ファミリーマート八王子定温センター 
昭島市、八王子市、青梅市、福生市、立川市、国立
市、国分寺市、府中市の計184店舗（2007年4
月現在）の配送を担当。センターの2階には前ペー
ジで紹介した弁当工場を併設しています。 
 
 

各店舗から商品を発注。 

発注データ 発注データ 

発注データ 

ファミリーマート 
情報センター 弁当工場 飲料メーカー  

惣菜メーカーなど 

八
王
子
定
温
セ
ン
タ
ー 

チルド 

配送センターに運び込まれた商品を仕分けして、 
適切な温度帯の保管庫へ入庫します。 

2階の弁当工場で製造された弁
当は、温度管理された専用のエ
レベーターで1階の定温庫へ。 
 

各メーカーから届いたドリンク
や惣菜類は、チルド庫に入庫し
ます。 
 

入庫・仕分け 

検査・確認 

積み込み 

バットに配送店舗を
示すラベルを貼付し
ます。 
 

入庫した商品は、
配送する店舗ごと
に仕分けします。 

まず2室式車両の前室の冷蔵室にチルド商品を積み込みます（写真
右）。その後、中仕切りのドアを閉め、後室に定温商品（弁当、おむす
び、パン）を積み込みます（写真左）。荷量により温度を切り替え、前
室を定温、後室をチルドにすることもできます。 
 

出発、 
各店舗へ 

出発前確認 

ドライバーは業務指示や帳票類
を最終確認し、出発します。 
 

配送店舗ごとに商品別の発注数量を記
載した「検品リスト」。 

ドライバー朝礼で、業務指示
や注意事項を伝達します。 

情報センターから送られてきた発
注データを確認。データをもとに
店舗ごとの納品伝票明細書等の
帳票を作成します。 
 

定時に入荷 

定温 

ドライバーが検品リストをもとに店舗ごとのバット数とラベルを確
認し、過不足がないかをチェックします。 
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弁当・惣菜工場 
 

定温センター 

店   舗 

商品本部 
マーチャンダイザー 

Webシステム 

Webシステム 
● 発注情報 
● 出荷情報 
● 販売情報 

● 在庫情報 
● 入庫予定 

原材料取引 原材料納品 
（翌日AM納品） 

製品納品 

製品納品 

売上情報 

原材料納品 

原材料メーカー・ 
問 屋  

食材センター 
（全国6カ所） 

入庫 保管 出庫 

デリカ原材料調達 

在庫削減 

在庫削減 

在庫の可視化 

生産性アップ 

積載効率アップ 
ファミリーマート事業エリア 

商品決定 

メーカー 

常温 
センター 

日用品 
センター 

ベンダー 

商品取引 

弁当・惣菜など定温商品 

加工食品など常温商品、日用品 

公正な取引のための体制作り 

お客さまのニーズにお応えする品揃えに必要なのは、お取引先との確かなパートナーシップ。 

ファミリーマートでは公正な取引を基本姿勢に、 

お取引先の皆さまと万全な協働体制を敷いています。 

効率的な協働体制で店舗運営をサポートします。 

　これまで、小売業のPOS（Point of 

Sales）データは企業秘密とされ、開示さ

れることはありませんでした。一方、メーカー

は自社の出荷ベースで商品の売れ行きを

とらえていましたが、実際に商品が店頭で

どれだけ売れているのか分かりませんで

した。 

　このような流通システムでは、商品改

廃が急速に進むコンビニエンスストア業

界の現状に合いません。そこでファミリー

マートでは、お客さまの購買動向情報を

起点に、商品の原材料調達から店舗販売

までの最適化を図るDCM（デマンド・チェー

ン・マネジメント）を導入しました。 

　SCM（サプライ・チェーン・マネジメント）

が、主に「メーカーの原材料調達から製造、

流通まで」、という供給側のモノの動きで

組み立てられるのに対し、DCMは需要側

であるお客さまの購入情報をもとに、お

取引先とファミリーマートチェーン全体の

最適化を実現しようとするものであると

いえます。 

　このDCMにより、ファミリーマート店舗

のPOSデータ等の情報は、インターネット

を介して参加企業メーカー82社、ベンダー

12社の合計94社で活用されています。 

 

　ファミリーマートではお取引先との公

正な取引を実現するため「ファミリーマー

ト倫理・法令遵守基本方針」に、「公正な

取引」の原則を定めています。同時に社

内には「公正取引運営委員会」を設置して、

独占禁止法およびその他関連法令の遵守

を徹底しています。 

　また、「大規模小売業者」による優越的

地位の濫用行為を規制する「大規模小売

業告示」も適切に対応しています。 

　取引を担当する社員に対し、公正な取

引についての定期的な研修を行うとともに、

電子掲示板に「公正取引の手引き」、「大

規模小売業告示の概要とポイント」を掲

示して、パソコン上からいつでも内容を確

認できる体制を整えています。 

 

パートナーシップ 
お取引先とともに 

ファミリーマートの「公正な取引」 
をするための基本原則 

日常の業務のあり方を 
点検し、不当な手段による 
利益の追求をしない。 

自らが負うべきリスクや 
損失を他に転嫁せず、 
責任ある行動をとる。 

DCMシステムの仕組み 

独占禁止法及び企業活動上、 
必要な法令等を遵守する。 

DCMによる協働体制作り 

社
会
性
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法務・コンプライアンス部　草地園子 　　　　　私のいる法務株式グループでは、フランチャイズ契約に関する契約文書作
成から始まり、株式実務、株主総会の運営、国際法務など業務は広範囲にわたります。会社の業務の中で法令上の確認、対応が必要
な場合、まず私たちに相談がくるので、適確に迅速に対応できるよう心掛けています。 
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お客さまとのコミュニケーション 

お客さまから寄せられるご意見やご提案は、企業にとって貴重な財産です。 

ファミリーマートは「お客様相談室」を設けてお客さまの声に誠意をもってお応えします。 

そして今後の企業経営により良く反映できるよう努力し続けます。 

お客さまの声でファミリーマートは成長します。 

　「お客様相談室」には、電話、手紙、インター

ネットなどからお客さまのさまざまな声が

寄せられます。ファミリーマートではその

一つひとつのご意見に誠意をもってお返

しできるよう努力を続けています。 

　たとえば、「お客様相談室」でお受けし

たお客さまの声は担当部門に伝えるのは

もとより、緊急を要する内容に関しては担

当者と店舗が連携して適切な改善策を提

案して迅速に改善しています。 

　また、お客さまからのご意見はサーバー

上に掲示し、社員がリアルタイムで参照で

きるよう体制を整えました。これで、特定

店舗に対するお客さまからの苦情があっ

た場合でも、即座に担当スーパーバイザー

がサーバー上から苦情の内容を把握でき、

よりスピーディに行動を起こすことが可能

になりました。 

　また、本部が取り組むべきご意見などに

ついては、担当部門以外でもすべての部

門が情報を共有することで、より立体的な

取り組みが行えるようになりました。 

　そして数多く寄せられるお問い合わせ

や苦情は、社内イントラネットを通じて全

社員が情報を共有できるような体制を整

えています。 

　お客さまのご意見を参考にして、より良

い企業経営を実現し、お客さまにご満足

をいただく店舗運営を目指して、ファミリー

マートはこれからも取り組んでまいります。 

お客様相談室　長谷川廣之　　　  まず、普段の行いから改めていくことが大切です。中でも人を思いやる気持ちを強く持つ
ことが大切だと思い実践しています。また、電話対応が主な業務ですので、常にホスピタリティを意識して対応するようスタッフに
も意識付けを行っております。 

お客さま対応 

ファミリーマートお客様専用フリーダイヤル 

0120-079-188
［ご利用時間／9：00～17：45（土日を除く）］ 

店  舗 お客さま 

お客様相談室 
（情報集積・分析） 

各担当部門 

スーパーバイザー 
回答 

（対応・改善） 

対応・改善提案 
ご意見 

（電話、手紙、インターネット）　 

対応依頼（本部施策に関する意見）　 

回答 

対応改善依頼 

情報共有 

アクセス 

アクセス 
ご意見 

本部 

対応・改善 

ご意見 

お客さまとのコミュニケーション体制 

「ほのぼのホスピタリティ集」を発行し、お客さまのご意見を共有しています。 

 お客さまよりお寄せいただいたご意見の中から“お褒めの声”を選び、

小冊子「ほのぼのホスピタリティ集」にまとめ、2005年7月より、3ヵ月

に1回発行しています。この小冊子は、各店舗と全社員に配付しています。 

　“お褒めの声”を中心にまとめている理由は、お客さまからの温かい

ご意見を店舗と社員で共有することにより、モチベーションの向上を図

ろうという狙いがあるからです。また、それとともにファミリーマートら

しさの根底にあるホスピタリティの精神を改めて確認するという目的も

あります。 

　お客さまから格別のお褒めの言葉をいただいた店舗のスタッフには、

ファミリーマートから感謝状と記念品を贈っています。 

お客さまとともに 
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石田那珂町店 店長　石田妙子　　　      夜中にお買い物に見えた方や、仕事帰りの方には「お疲れさまです」。また、これ
から仕事に行かれる方には「頑張ってください」。そう声をお掛けすると、お客さまに気持ちよくお店をあとにしていただけます。
重い荷物をお持ちの方には、声を掛け、車までお持ちしたりしています。 

お客さまの声を大切に 

2006年度、ファミリーマートはお客さまより電話やメール等で 

17,372件もの貴重なご意見をいただきました。その統計と主な事例をご紹介します。 

お客さまから寄せられたご意見 

ファミリーマート全体に寄せられたご意見 

ご意見の件数の推移 

合計17,372件 

合計279件 
環境活動についてのご意見 

11

2
34

5
6
7

8

2006 
年度 

2006 
年度 

レジ対応   
4,475件　26%

2 マナー 
3,086件　18%

3 商品管理 
1,833件　11%

4 宣伝広告 
1,646件　 9%

5 品揃え 
1,530件　 9%

6 店舗運営 
1,321件　  8%

1 駐車駐輪   
     88件　31%

2 ゴミ 
     72件　26%

3 騒音 
     38件　14%

4 ペット 
       8件　  3%

5 リサイクル 
      7件　  2% 6 その他 

    66件　24%

7 サービス商材 
1,176件　  7%

8 その他 
2,305件　13%

1

2
3

4
5

6

お礼です。1月11日午前11時頃、船橋駅近くの店舗で宅

急便を利用させていただきました。出張先で思いがけず

できた荷物でしたので、荷造りもせずお店に持ち込んだの

ですが、お店の方がとても親切にダンボールを準備してくださり、荷

造りもしてくださいました。本当に心温まる、気持ち良いご対応をし

ていただきました。 

再度直接御礼を申し上げたいと思いましたが、出張先の出来事で

したし、私が再び船橋へ行く機会はもうほとんどないと思います。

恐れ入りますが、機会がございましたら店舗の皆様にお礼をお伝

えください。 

トイレを借りる時のスタッフの受け答えや設備がキレイで

大変好感がもてました。以前利用したときも、水族館の

チケットを購入した際に端末の使い方がわからず困っ

ていたら、応対した女性スタッフが笑顔で操作してくれ

た上に、パンフレットまで付けてくれました。また、道を尋ねたら地図

をコピーしてくれました。是非、また利用させていただきますのでよろ

しくお伝えくださいませ。 

 

1ヶ月くらい前になりますが、私の妻がファミリーマート店

舗へベビーカーで買い物に行きました。そのとき、レジに

いた若い男の人（多分ストアスタッフ）が入り口まで来て、

ドアを開けてくれたそうです。そして精算して帰る際も、

わざわざドアを開けてくれたそうです。コンビニにはよく行きますが、

このような対応をしてくれたのははじめてです。貴社にとってこのよ

うなお客さまを第一に考えるストアスタッフを大切にしてあげてくだ

さい。 

ファミリーマート店舗の前で車に衝突される事故に遭いま

した。その際、お店の方に救急車が来るまで介抱してい

ただき、そして事故に遭った自転車を昨日まで預かってい

ただき大変感謝しています。私が全身打撲で安静中の

ため、お店にお礼に伺うことができず、こうしてメールした次第です。

災難でしたが、ストアスタッフさんに介抱していただいたことが本当に

嬉しかったです。元気になりましたら、改めてお店に伺いお礼を申し

たいと思っています。 

 

社
会
性
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告 

※（ 　）は環境活動のご意見 

［年度］ 
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　お客さまがもっと便利に、もっと気軽に活用していただけるコンビニエンスストアになるために、

ファミリーマートではさまざまなサービスを開発し、展開しています。 

 

心からお客さまに愛されるお店であるために、 

ファミリーマートはお客さまや時代のニーズにつねに敏感であり続けます。 

そしてオリジナリティあふれる商品と便利なサービスを開発・提供していきます。 

日用品・サービス部　鎌田茂樹　　　　直接お客さまに関することなど、数多くのお問い合わせをいただきます。トラブル時
には社内からの電話も多くなりますが、ひと呼吸おいて、相手の立場になって話すようにしています。 

電子マネー 

　約159万人（2007年2月現在）のお

客さまにご入会いただいているファミマカー

ドは、会員だけの特典をご利用いただけ

るお得なカードです。入会金・年会費は無

料で、会員特別価格でのお買い物や火曜日・

土曜日の会員限定割引がご利用いただけ

ます。 

　ファミリーマートでのお買い物でポイ

ントがたまり、たまったポイントはファミリー

マートでのお買い物にご使用できます。

公共料金のお支払いもクレジット払いな

らポイントがたまります。 

　お客さまにとってもっとご満足いただ

けるカードになるよう、これからもさまざ

まな可能性にチャレンジします。 

 

　全国の店頭に約7,000台設置されてい

るマルチメディア端末です。簡単なタッチ

パネルの操作によって、映画・音楽・スポー

ツ・レジャー・交通のチケットやtoto・プリ

ペイドサービスの購入をはじめ、インターネッ

トショッピングのお支払いなどの代行収納サー

ビス、保険のお申し込みがこの1台に集約

されています。 

質の高いサービスでお客さまに満足を。 

多彩なサービス商材 

ファミマカード 
クレジット機能付ポイントカード 
 

マルチメディア端末 

Famiポート 

　店内設置のATM端末で、都市銀行・地

方銀行・信託銀行・信用金庫などほとんど

の金融機関のキャッシュカードで現金の

お引き出しができるほか、ファミマカード

やクレジットカードによるキャッシングも

可能です。土・日・祝日はもちろん、金融機

関によっては24時間いつでもご利用い

ただけます。 

ATMサービス 

E-net

　「Edy」はビットワレットが運営するプリ

ペイド型電子マネー。「iD」はNTTドコモ

のおサイフケータイ®がクレジットカード

代わりに使えるサービスです。現在、「Edy」

「iD」は、ファミリーマートの一部店舗で

ご利用いただけますが、2007年7月に

は全店舗へと広がり、お客さまにより気軽

にご利用いただけるようになります。 

　また、JR東日本の「Suica」は、2007

年7月中に首都圏および仙台地区の約

2,600店舗へ導入の予定で、いよいよ本

格展開を始めます。ファミリーマートでは

今後さらに、さまざまな電子マネーの導

入を推進していきます。 

※「おサイフケータイ」は（株）NTTドコモの登録
　商標です。 

サービス商材 
お客さまとともに 
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　毎月、店頭で無料配布しているファミリー

マートのオリジナル通販雑誌。人気商品

や話題のキャラクターグッズ、スポーツ、

エンタテインメントの関連グッズの紹介・

販売のほかに、映画や音楽などのチケット

情報も満載。掲載の商品はFamiポート、

携帯電話、パソコン、電話で購入できます。 

 

カタログショッピング 

Famima.comマガジン 

　携帯電話またはパソコンで、自宅にい

ながら気軽にお買い物が楽しめる、ファミリー

マートのインターネットショッピングサイト

です。 

　キャラクターグッズ・CD・DVD・ゲーム

を始め、店頭では扱っていない限定品や

話題の商品など約48万点のアイテムを

用意しました。ここで「Famima.comマ

ガジン」掲載商品の注文もできます。注文

した商品は、宅配はもちろん、ファミリーマー

ト店頭で送料無料にていつでもお受け取り、

お支払いが可能です。 

 

インターネットショッピングサービス 

ファミマ・ドット・コム 

「電子タグ実証実験」に参加 

社
会
性
報
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箱ごとに電子タグがついているので、商
品を積載したカーゴごと専用のアンテ
ナゲートを通過させるだけで、瞬時に出
荷内容、出荷数を一括して確認できます。 
 

　情報技術の進展を受けて、その最先端テク

ノロジーを実験・検証するための場をご提供

することは、コンビニエンスストアの社会的役

割の一つです。ファミリーマートは、2007年

2月、経済産業省が実施する「2006年度電

子タグによる流通・物流の効率化実証実験」に

参加しました。 

　前年の2005年度は、電子タグと電子マネー

決済を組み合わせた「EXPRESSPOS」によ

るレジ会計スピード化実験に取り組みました。

今回は、前年度の実験を継続して行うとともに、

主目的であるCVSの商流（SCM）における電

子タグ活用領域の効果検証に取り組みました。 

　レジ会計スピード化のツールである

「EXPRESSPOS」は、商品に付けた電子タ

グ情報を「複数・一括」で瞬時に読み取ること

ができるレジ会計システムで、混雑時のレジ

会計待ちの解消に役立ちます。 

　また、物流における電子タグの活用につい

ては、「工場～配送センター～店舗」を電子

タグで結び、入荷・出荷時検品における効率

化実験に取り組みました。さらに、身近な情報

ツールである携帯電話と電子タグリーダーと

を組み合わせて、詳細な商品情報の確認や擬

似決済ができる実験も行い、お客さまに未来

のお買い物シーンを直接体験していただき

ました。 

　これからもファミリーマー

トは、コンビニエンスストア

の未来に向けた実験に積

極的に取り組んでいきます。 

 

経営管理部　小川桂一　　　       新たな商材などの取り組み支援時には、コンビニの利便性を生かし、社会貢献ができるよ
うな環境整備のサポートを心掛けています。 
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　ファミリーマートは、お客さまと地域社会に支えられて事業活

動を行っています。そのため、コンビニエンスストアとして、お客

さまと地域社会に貢献する活動を通してより良い社会をつくるこ

とを自らの基本姿勢としてきました。 

　2006年9月に創立25周年を迎えたファミリーマートは、それ

を機に「スローガン」、「基本理念」、「基本姿勢」、「ファミマシップ」

を制定しました。それを受けて、2007年3月、新たに「ファミリー

マート社会貢献方針」を制定しました。　 

　ファミリーマートでは、この方針のもとで積極的に活動を推進し、

どこよりも親しみを感じていただけるコンビニエンスストアにな

ることを目指していきます。 

国際社会、地域社会とのよりよい関係を目指して。 
全国出店を果たし、グローバル展開を進めているファミリーマート。 

社会の一員としてさらに信頼されるよう、 

地域や自治体、国際機関等との連携により、積極的に社会貢献活動に取り組んでいます。 

社会貢献方針の制定 

　全国47都道府県にネットワークを持つファ

ミリーマートでは、大規模な災害が発生し

た場合、本部からのメール送信で、すぐに

全店舗が義援金の店頭募金を開始できる

体制を整えています。 

　2006年度は国内外で大規模な災害が

起こり、募金活動を2回実施しました。お

客さまの温かいご支援により、多くの義援

金を被災地にお届けすることができました。 

災害義援金の募金活動 

店舗運営業務部　平 明子　　　　　電話で応対するとき、元気でハキハキした相手の声が聞こえてくると、いつも元気をい
ただいております。その経験から、私自身も電話の応対をするときには、元気な声で応対するよう心掛けております。 

1.グローバルに事業を行う企業として、豊かな国際社会の実現と　

環境を守り育てる活動に貢献します。 

2.地域社会の要請と信頼に応え、積極的な関係の構築を心掛け、

　地域社会との共生を図ります。 

3.安全・安心なまちづくりの拠点としての役割を担うとともに、青少

　年の健全な育成を支援します。 

4.社員一人ひとりが行う社会貢献活動を支援します。 

ファミリーマート社会貢献方針 

ファミリーマートは国際社会、地域社会との調和を図り、 

心豊かなより良い社会の実現をめざして社会貢献活動に取り組みます。 

鹿児島県庁 日本赤十字長野支社 

         　　 寄付先 

国連WFP協会 
セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

鹿児島県庁 
日本赤十字長野支社 

 

 

ジャワ島中部地震 

九州南部及び甲信地方の 
豪雨災害義援金 

2006年度災害義援金募金活動 

発生日 

5/27 

7月 

募金期間 

5/31～6/18 

7/27～8/10

募金総額 

15,553,009円 

11,162,062円 

開発途上国の人々に食事を贈る“TABLE FOR TWO” 

　“TABLE FOR TWO”とは、開発途上国の「飢

餓や栄養不足」、先進国の「過食と生活病」という

世界的な食のインバランスを解消し、健康な世界

を実現することを目的とする活動です。先進国の

我々が1食につき20円を寄付することで、もう1

食を開発途上国の誰かに贈ることができるため、

「TABLE FOR TWO」と呼ばれます。ファミリー

マートでは、2007年5月9日から8月29日まで

の毎水曜日にファミリーマート社員および加盟者

向けの研修施設である湘南研修センター内の食

堂で提供する健康的な昼食・夕食１食あたり20円

を開発途上国の学校給食に寄付するという取り組

みを始めました。この寄付金はTABLE FOR 

TWO事務局を通じ、国連世界食糧計画（WFP）

の学校給食プログラム等に当てられます。 

　また、この活動を通して、研修中の社員・加盟者

に対し、メタボリック症候群の予防策や健康的な

食生活に関する情報を提供し、自身の食生活を見

直す機会となるよう啓発活動も行っています。  

 

社会・地域 
への貢献 

社会とともに 
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©WFP

ファミリーマート夢の掛け橋募金 

盛岡永井西店 ストアスタッフ　千田真琴　　　　　　接客に力を入れており、お客さまには、元気があり明るい店だと喜
ばれ、常連のお客さまも増えてきています。道案内や、コピーのとり方、Famiポート等の機械の使い方など、お客さまの気持ちに
なってご説明するよう心掛けています。 

社
会
性
報
告 

夢の掛け橋募金のお届け先 

2006年度ファミリーマート夢の掛け橋募金 

特定非営利活動法人 国連WFP協会 社団法人 国土緑化推進機構「緑の募金」 

独立行政法人 環境再生保全機構「地球環境基金」 社団法人 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

　セーブ・ザ・チルドレンは、国

連に公式に承認された、子ども

たちのための民間の国際援助

団体（NGO）です。教育支援、

食糧支援、医療支援、紛争と災

害への緊急援助など、子どもの

権利を守るため、80年以上にわ

たり世界中で活動しています。 

　国土緑化運動を国民運動として推進するために設立され

ました。荒廃・減少を続ける森林を守るために、全国の植樹

祭、育樹祭、緑化キャンペーンの開催や緑の少年団、森林ボ

ランティア活動などを支援しています。 

　環境保全活動に取り組む民間団体を支援するため、

1993年に設立されました。国内外のNPO・NGOが推進

する地球温暖化防止、循環型の社会づくり、自然環境保全

等の活動を資金助成と振興事業で支えています。 

HIVに感染している子どもたちの
施設等への食糧を援助しました。 
 

ネパールの小学校の増改築
工事を支援しました。 

●「緑の募金」の仕組み 

寄付 

寄付 

緑化活動などへの参加 

助言 諮問 

（社）国土緑化推進機構 

緑の募金 

運営協議会 

資金助成 

自ら実施 

●NPO／NGOが 
　日本・海外で行う
　緑化事業 
●緑化のための普及
　啓発事業やボラン
　ティアリーダーの養
　成事業 

国 

出資 

地球環境 
基金 

運営委員会 

資金助成 

人材育成・ 
情報提供など 

日本・海外の 
NPO／NGOの 
環境保全活動 

●「地球環境基金」の仕組み 

助言 諮問 

　ファミリーマート創立25周年を記念し

て2006年4月に始まった「ファミリーマー

ト夢の掛け橋募金」。この募金活動は、募

金された方と、「世界の子どもたちと地球

の未来のため」に活動する民間団体

（NPO・NGO）とをつなぐ掛け橋として

の役割を担います。2006年4月～

2007年2月までに寄せられた募金総額

は148,112,478円にのぼりました。こ

の募金は、下記の4団体へ等分してお届

けし、国際社会や地域社会のために有効

に使われました。 

　さらに株式会社ファミリーマートの社

会貢献活動の一環として、お客さまの

募金額に10%を寄付金として上乗せし

てお届けしています。2006年度は、

138,239,241円の募金が寄せられま

したので、1,384万円を寄付しました。

また、ファミマカード会員の方は、買い物

で貯まったポイントを、Famiポートから「ポ

イント募金」（1ポイント1円換算）するこ

とも可能です。その場合は、4団体の中

から希望の寄付先を選ぶことができます。 

 

国
民
・
企
業
な
ど 

国
民
・
企
業
な
ど 

　　　　　　　　　　お客さまの募金 

（株）ファミリーマートの加盟店・直営店 

エリアフランチャイズ会社の加盟店・直営店 

　　　　　　　合　　計 

138,239,241 

9,873,237 

148,112,478

　（株）ファミリーマートの寄付 

 上   期 

 下   期 

 合　計 

5,480,000 

8,360,000 

13,840,000

ファミマカード会員のポイント募金 

 上   期 

 下   期 

 合　計 

268,551 

665,181 

933,732
※エリアフランチャイズ会社とは（株）北海道ファミリーマート、（株）南九州ファミリーマート、（株）沖縄ファミリーマート 

　国連の食糧援助機関「WFP

国連世界食糧計画」をサポートし、

日本での民間協力の窓口となっ

ている認定NPO法人です。世界

に約8億5,000万人いるといわ

れる飢餓で苦しむ人々に、食糧

を援助し、社会的・経済的な自立

を支援しています。 
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災害時の支援体制 

　ファミリーマートは地域の要所に店舗が

あり、原則24時間・365日開店している

ため、地震などの災害発生時に、その商品

調達機能や配送機能を活かして生活必需

品を供給する重要なライフラインとなりま

す。コンビニエンスストアの持つこうした

特性が行政から注目され、ファミリーマー

トは、1996年に静岡県と「災害救助時に

必要な物資の調達に関する協定」を結ん

だのを皮切りに、各都道府県や市町村と

災害時に関する協定を取り交わしています。 

 2006年度は4つの地域で災害時の帰宅

困難者への支援、生活物資の供給に関す

る協定書を締結しました。災害時には県か

らの要請に基づき、ファミリーマートが帰

宅困難者に対して道路に関する情報やト

イレ、水道水などを提供し、物資協定によっ

て食料品、生活必需品の供給を行います。 

「森の“聞き書き甲子園”」への支援 

災害時帰宅訓練への協力 旭山動物園への寄付 
「みやぎ食の安全安心 
  取組宣言」に参加 

行政との協力 

岡山県との災害時支援協定の締結 

自治体との災害時支援協定（2006年度分） 
対象自治体 

福岡県 

佐賀県 

 
広島県 
 

岡山県 

 

             支援内容 

災害時帰宅困難者支援協定 

災害時帰宅困難者支援協定 

災害時帰宅困難者支援協定 
災害時物資供給協定 

災害時帰宅困難者支援協定 
災害時物資供給協定 
 

締結日      

2006.  9.  1 

2006.11.27 

 
2006.11.28 

 

2007. 1.17 

 

ステッカー 災害時帰宅支援ステッカー 
 

募集ポスター 

　森の“聞き書き甲子園”とは、日本全国

から選ばれた高校生100人が、森林に関

わる分野で、様々な経験や技をもつ「森

の名手・名人」100人を訪ねて、その技

術や人となりを「聞き書き」し、その成果

を広く社会に向けて発信するものです。

長く森にかかわってきた人々の職人技、

暮らしぶりを記録し、それを後世に伝えて

いくという狙いがあります。林野庁、文部科

学省、社団法人 国土緑化推進機構、NPO法

人 樹木・環境ネットワーク協会の4者が主催

し、実施しています。 

　ファミリーマートは、2005年6月より

活動を支援し、2006年度も店舗入口ガ

ラス壁面に募集ポス

ターを掲示して、募

集活動を支援しまし

た。参加した高校生

たちがまとめたレポー

トは、公開フォーラム

や、インターネットで一般に公開されました。 

　宮城県が実施している「みやぎ食の安

全安心取組宣言」に、2007年1月より、

コンビニエンスストアでははじめて宮城

県内のファミリーマート全店舗が参加しま

した。この宣言は、「食」に関わる事業者

が食の安全安心に関する自主基準を定め、

その基準と遵守状況を公開することで、

食に対する意識を高めようというもの。参

加店では、この宣言

のロゴマーク入りス

テッカーを店頭に

掲示してお知らせし

ています。 

 

　東京直下でマグニチュード7クラスの地

震が正午頃に発生すると、交通が途絶し、

都心の職場や学校などの出先から自宅へ

帰るのが困難になる「帰宅困難者」が

650万人にのぼると予想されています。

それを想定した「帰宅困難者徒歩体験訓練」

が、2006年11月25日、埼玉県飯能市、

入間市、狭山市、所沢市の4市によって実

施され、経路にあたる

ファミリーマートでは、

参加者の方々へトイレ

の貸し出し、水道水の

提供を行いました。 

　2006年7月末より全国のファミリーマー

トで実施した「旭山動物園動物フィギュア

が付くドリンクキャンペーン」の売上金の

一部を、8月11日、旭山動物園に寄付しま

した。このキャンペーンは、動物園の振興

に役立てていただくために社会貢献の一

環として実施されました。 

店舗運営業務部　中田英利　　　　 ファミマシップの中で好きな言葉は「挑戦を楽しもう」です。スーパーバイザー、エリ
アマネジャーの知識向上になるような情報発信を心掛けています。 
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明石台店 店長　　橋正良　　　　　 近隣の小学校の体験学習や中学校の職場体験学習に協力しています。生徒の皆さん
には、レジの扱いや清掃、ファミマカードの扱いなどを体験してもらっています。地域の方々に愛される店になりたいと考え、日々
努力しております。 

社
会
性
報
告 

セーフティステーション活動 

　社団法人 日本フランチャイズチェーン

協会に加盟するコンビニエンスストア13

社が2005年10月より本格始動させた、「コ

ンビニエンスストア・セーフティステーショ

ン（SS）活動」。それぞれの店舗が地域の

拠点となり、「安全・安心なまちづくり」「青

少年環境の健全化」を目的に活動を展開

してきました。ファミリーマートもその一

員として、これまでに「未成年者への酒・

タバコ販売防止」のほか、「女性・子どもの

駆け込み対応」「高齢者・身体障害者等の

介護補助と連絡」「18歳未満者への有害

図書等の販売・閲覧禁止」「店舗周辺の清

掃徹底」などに積極的に取り組んできまし

た。2006年度は大阪国税局管内・広島

国税局管内を中心に、12府県・19ヶ所で

未成年者飲酒防止街頭キャンペーンに参

加しました。 

 

全国環境美化活動 

　地域の環境美化活動や地域社会との

交流を継続的に行い、お客さまとのより

強固な信頼関係を築いていくために、春

と秋に加盟店・社員・お取引先による「全

国環境美化活動」を実施しています。

2006年度は、5月29日～6月5日と10

月16日～１１月3日の2回、延べ13,000

名以上が全国各地で積極的に清掃活動

を行い、「ファミリーマートらしさ」をアピー

ルしました。 

高山に景観配慮型店舗 

　2006年11月25日、飛騨高山の景観

条例に配慮した「ファミリーマート高山上

二之町店」が開店しました。岐阜県におい

て景観配慮型の外観を採用した初めての

店舗です。古い町並や寺院などの伝統的

建造物が立ち並ぶ、飛騨高山の歴史的町

並景観に調和した、こげ茶色の落ち着き

のある看板と店舗デザイン、店内もこげ茶

をベースとした什器やデザインです。ファ

ミリーマートは長野・松本城前や京都市内

の特に景観に配慮すべき地域においても、

風致・美観を大切にした店舗づくりに取り

組んでいます。 

バリアフリー設備の導入 
　どなたにも快適にご利用いただける

お店になるよう、2005年4月より、バリ

アフリー設備の導入を順次進めています。

たとえば、車椅子でのご利用に配慮した、

幅広の通路や、低めのレジカウンター。

また赤ちゃん用シートやストッキング交

換台、手すり付き洗面台を備えたトイレ

など、ホスピタリティあふれる店づくり

を推進しています。 

飲酒運転防止ステッカーの掲示 

地域活動 

飲酒運転防止ステッカー 

　飲酒運転による交通事故が多発してい

ることに社会的批判が高まり、お酒を売る

側の姿勢も問われるようになりました。ファ

ミリーマートは、2006年9月下旬より、

お酒を扱っている全店にて飲酒運転防止

ステッカーを掲

示し、ドライバー

の方への啓発

を行い、飲酒運

転防止に努め

ています。 

 

セーフティステーショ
ン活動実施店の店頭
に掲示されている、（社）
日本フランチャイズ
チェーン協会作成の
ポスター 
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ファミリーマートのフランチャイズ（FC）システム 

加盟店と本部の役割 

4種類の契約タイプ 

フランチャイズ本部の社会的な責任として、 

加盟を希望される方々に事前にフランチャイズ契約の内容を 

ご納得いただくまで懇切丁寧にご説明しています。 

信頼で結ばれた最良のパートナーシップを。 

 ファミリーマートの事業は、加盟店と本部

のフランチャイズ（FC）契約によって成り立っ

ています。 

　加盟店は温かく親しみのある接客、ニー

ズに合った商品の提供、清潔で衛生的な

店づくりなどを行い、本部はブランド価値

を高める商品開発や効率的な店舗経営の

ノウハウを提供します。 

　加盟店と本部はそれぞれ独立した事業

主であり、対等のパートナーとして、お互

いがお互いの責任を果たしながら、二人

三脚で事業の発展と社会的責任の遂行を

進めていきます。 

 

●ストアスタッフの募集、教育、管理 
●商品、店舗の管理 
　（発注、売場作り、品質管理、清掃等） 
●ホスピタリティあふれる接客 
　（サービスの実現、S＆QCの徹底） 
●店舗経費、利益の管理 

●スーパーバイザーによる経営アドバイス 
●店舗運営に必要な情報提供 
●新商品、サービスの開発・強化 
●配送網の整備・提供 
●広告、キャンペーンの積極展開 
●店長研修の実施 
●現金決済勘定の運用 
●経営記録、支払代行、棚卸の実施 

本部 

フランチャイザー（本部）とフランチャ

イジー（加盟店）が契約を結び、フランチャ

イザーは、自己の商標や経営ノウハウ

を用いて、同一のイメージのもとに商

品の販売等を行う権利を与え、フランチャ

イジーは、その見返りとして一定の対価

を支払うとともに、事業に必要な資金

を投下しながらフランチャイザーの指

導や援助のもと、継続的に事業を行う

関係をいいます。 
franchisee

フランチャイザー 
（本部） 

フランチャイジー 
（加盟店） 

franchiser

商標・システム・ 
経営ノウハウ 

加盟金・ 
ロイヤルティ 

フランチャイズチェーンとは 

商売の開発 

資金の投入 

franchise chain

ファミリーマートの加盟を希望される方に資金や条件に応じてお選びいただける、4つの契約タイプをご用意しています。 

契約タイプ 

必要資金 

本部フィー 

総収入最低保証 

24時間営業奨励金 

契約期間 

　　　　1FC-A  

●土地・建物 
●店舗工事費用 
●契約金　 
●店舗運営費用　等 

    営業総利益の35％ 

　　　　1FC-B 

●土地・建物 
●店舗工事費用（一部、本部負担） 
●契約金 
●店舗運営費用　等 

　 営業総利益の38％ 

　　　　1FC-C 

●内装設備工事費用 
●契約金 
●店舗運営費用　等 

    営業総利益の48％ 

　　　　2FC-N 

●契約金 
●店舗運営費用　等 

 営業総利益の48～65％ 

年間2,000万円（24時間営業の場合） 

年間120万円 

開店より10年間 

店舗開発業務部　島田賢二　　　     まだまだコンビニエンスストアにできること、に気付く（見つける）よう心掛けていま
す。具体的には、常日頃、身内や友人たちから、「コンビニに求めるもの」や「コンビニ」についてヒアリングをしています。また休日
には、本部社員という意識を捨てて、完全に第三者（お客さま）になって店舗に行ってみるようにしています。 

加盟店 

パートナーシップ 
加盟店とともに 
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ご
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契
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タ
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件
調
査 事

業
ガ
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ド
ラ
イ
ン
提
出 

（
立
地
調
査
結
果
・
収
支
見
込
み
） 

審
査
・
加
盟
申
込 

審
査
・
加
盟
申
込 

法
定
開
示 

店
長
研
修
　
①
湘
南
研
修
　
②
店
舗
研
修 

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
説
明 

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
締
結 

店
舗
工
事 

 

開
　
店 

③
保
健
所
検
査
、諸
官
庁
検
査
　
④
商
品
の
搬
入
、陳
列
等 

①
ス
ト
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
、面
接
、採
用
　
②
ス
ト
ア
ス
タ
ッ
フ
教
育 

1FC-A

1FC-B

1FC-C

2FC-N

ご相談から開店まで 

 加盟を希望される方には、あらゆる情報

を開示し、ご説明や話し合いを行います。

そのうえでご検討いただき、十分にご納

得いただいたうえで、加盟していただい

ています。 

　また、契約上のトラブルを防ぐため、フ

ランチャイズ契約の要点と概説をまとめ

た「法定開示書」や「フランチャイズ契約

書のご説明」のほか、契約締結前に契約書

を事前にお渡しするなど、十分に検討い

ただく期間をとっています。 

 

 1FC契約の店舗を複数店経営される加

盟店には、2号店以降の1FC契約店舗に

対し、年間の営業総利益額基準値に応じ

て営業総利益の1～10％を奨励金として

お支払します。 

加盟希望者にお渡しする、 
「フランチャイズ契約の要点と 
概説－法定開示書」。 

本部による主な支援制度 

加盟店のさらなる発展のために、本部では以下のような各種支援制度を設けています。 

1FC複数店奨励金制度 

　2FC-N契約の加盟店は、開店日から満

5年経過した時に、1FC-Bまたは1FC-C

契約にステップアップすることが可能です。 

　2FC-N契約の加盟店は、開店から5年間、

本部が経営助成金をお支払いします。 

対象：1FC-A、1FC-B、1FC-C

2FC-Nステップアップ制度 

対象：2FC-N 対象：2FC-N

経営助成金制度 

 

北陸ディストリクト　平田哲教　　　     フランチャイズチェーンへの新規加盟を希望される方へのご説明の際に、必ず「ほ
のぼのホスピタリティ集」を持参しています。そしてその中の事例を引用し、当社が目指すファミリーマートらしい店舗や、当社が
求めるファミリーマートらしさあふれる加盟者について、わかりやすくイメージしていただけるよう工夫しています。 

社
会
性
報
告 
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経営安定化を支援する多彩な仕組み。 
よきパートナーとしてともに成長・発展していくために、 

人材育成、防犯対策、福利厚生など、 

多角的・継続的に加盟店をバックアップしています。 

湘南研修センター 

人材育成の支援 

　新規加盟店の店長・マネジャー研修を

はじめ、再契約研修、本部社員の研修等に

用いる施設として、「湘南研修センター」

を設けています。 

　ここはファミリーマートの人材育成支援

の拠点であり、実際の店舗と同じ作りのトレー

ニングショップ(模擬店舗)はもとより、レジ

やストアコントローラの操作を習得する

ためのPOS研修室など、充実した施設が整っ

ています。初めてコンビニエンスストアを

経営される新規加盟者の方は、5日間の

合宿研修を通して、マネジメントとオペレー

ションの基礎をしっかりと身につけること

ができます。 

 

移動研修車「SQC号」 

　本部から遠く離れた地域の加盟店や、

新規出店地域の加盟店に対しては、移動

研修車「SQC号」を派遣して、本部トレー

ナーによる出張研修を実施しています。 

　SQC号はVTR視聴設備、レジ、発注端

末等の主要な研修設備を完備しているた

め、エリア事務所などで行う集合研修と同

様、密度の高いカリキュラムをきめ細かく

学ぶことができます。 

　また、ファミリーマートでは毎年度、店

舗運営の高度化と、モチベーションの向

上を目的として、「S&QCコンクール」を

開催し、特に優秀な加盟店を表彰してい

ます。 

 

ストアスタッフトータルシステム（SST） 

　ファミリーマートでは、ストアスタッフの人材育成プ

ログラムとして「ストアスタッフトータルシステム(SST)」

を用意しています。「集め」「育み」「報い」「楽しませる」

の4つを柱に、オペレーション、トレーニング、マネジメ

ントに関するマニュアルを整え、店長によるストアスタッ

フ育成をサポートしています。 

　2006年度は「発注分担化」を重点課題に定め、お

客さま視点での品揃えを実現するとともに、資格制度

を導入して責任感とモチベーションを高め、お客さまへ

のサービス向上を図りました。 

店舗オペレーション部　中村有毅　　　　　 私がファミリーマート店舗を利用して、素直にいいなぁと感じたときは、その場
で、（一般客のフリをして）その内容をお店のスタッフの方々に直接お伝えしています。私の「お褒めの一言」で、スタッフの方々の
モチベーションが上がり、気持ちよく元気に働いていただければ、「あなたと、コンビに、」の実現に近づくと考えています。 

　コンビニエンスストアの経営では、店長をはじめ、マネジャー、ストアスタッフの教育・育成が大きな鍵となります。ファミリーマートでは、

加盟店の人材を育成していくためのさまざまな施設・設備や制度を整え、適切な教育機会の提供に努めています。 

移動研修車SQC号 

SSTによる発注分担化 

資格 発注分担化 オペレーション 
マネジメント 

上級 
店長代行として 
緊急時対応ができる 

SATで米飯 
仮説発注ができる 

SATで 
仮説発注ができる 

SATで 
補充発注ができる 

SATの 
発注操作ができる 

発生頻度が高く、 
容易な作業ができる 
（身だしなみは最も重要） 

発生頻度が低く、 
難易度の高い作業ができる 

他のスタッフを 
トレーニングできる 

スタッフ 
トレーナー 

初級 

※SAT：商品の発注を行う電子携帯端末 

中級 

募集・面接・採用 

トレーニング 

ストアスタッフ資格制度 

評価 

昇給・昇格 

モチベーション向上 

情報共有化 
（コミュニケーション） 

SST

バックアップ 
加盟店とともに 



35

政策発表会 

年度政策の共有 

防犯体制 

安全・安心のバックアップ 

　店舗での犯罪を未然に防ぎ、お客さま

とストアスタッフの安全を守るのは、本部

の重要な使命です。そこで防犯対策として、

全店舗の入口に防犯回転灯を設置し、レ

ジ周辺にはカラーボールを常備しています。

委託会社によるセキュリティシステムも、

2006年度には1社から2社へと増強し、

地域割りによるスピーディなセキュリティ

体制を強化して、緊急時への備えを充実

させました。 

　また、加盟店向け広報誌「Family」で

防犯への情報提供や意識啓発を行って

います。 

 

災害時の対応 

　加盟店が地震、風水害などの自然災害

に遭った場合の支援体制を整えています。 

　災害に対する日頃の備えと発生時の対

応をまとめた「災害対応ハンドブック」を

全店舗に配付しているほか、さまざまな

機会を捉え、災害時の対応について周知

徹底を図っています。また、各地域に「ファ

ミマサポート隊」を編成し、被災店舗への

迅速な復旧を支援する体制を敷いていま

す。 

福利厚生 

　加盟店のオーナー、店長、マネジャーを

対象に、健康的に日々の店舗運営に携わっ

ていただけるよう、福利厚生制度を用意

しています。 

● 加盟店共済制度 

加盟店の相互扶助により運営される「加

盟店共済制度」では、医療保険など各種

保険を割安な保険料で提供しています。 

● ファミリーマート健康ダイヤル 

健康に関する相談に、医師や看護師など

の専門スタッフが24時間体制で電話対

応します。 

● 人間ドッグ紹介制度/郵便検診 

定期的な健康管理のため、検査受診のサ

ポートを行います。 

 

SVサポート部　松原位之　　　私のいるオペレーション本部では、始業5分前に必ず自分の机の周りを清掃しています。
SQC向上を掲げるからには､私達本部スタッフが､まず実践するべきだと考えるからです。中でも特に私達SVサポート部は､5S
（整理・整頓・清掃・清潔・躾）を徹底し、常にさわやかな気持ちで仕事に取り組めるよう心掛けています。 

社
会
性
報
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2006年度「政策発表会」 政策発表会に続いて開かれた「懇親会」 

防犯回転灯 カラーボール 

ファミマサポート隊 

 本部が毎年度決定する政策を加盟店に

ご理解いただくため、年度初頭の3月に「政

策発表会」を開催しています。2006年

度は、全国8会場で都合10回開催しました。 

　政策発表会では、2006年度重点政策

が発表され、また加盟店の成功事例の紹

介や、前年度優秀店舗の表彰が行われま

した。続いて懇親会が開催され、加盟店

と役員とが直接コミュニケーションを図り、

意見交換を行いました。 
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自発性と積極性、そして多様性を尊重する制度 
公平で合理的な評価と、機会均等を追求することで、 

ファミマシップを備え、 

自ら考え、自ら行動できる社員を育成します。 

人事・教育 

社員に求めるもの 

　ファミリーマートの社員は、コンビニエ

ンス事業を推進していくうえで、常に時代

のニーズを的確に捉え、お客さまや加盟

店の利益を追求していくという使命を担っ

ています。そこで大切になってくるのが、

お客さまの気持ちに一番近い、なくては

ならない「コンビに」になるための、「感じ

る、気づく、動く～こころにホスピタリティ

を～」という「ファミマシップ」です。ファ

ミリーマートでは、これを実現化していく

ための能力として、「課題解決スキル」と「コ

ミュニケーションスキル」をすべての社員

に対して求めています。 

人事制度 

　ファミリーマートの人事制度は、自発的

に考え、自発的に行動できる「強い個人」

を創ることと、そうした個人が結集した「強

い組織」を作ることを目指しています。そ

のために、社会情勢や経営政策を踏まえ、

つねにその内容の見直し、改善を重ねて

います。 

　社員を公平に評価するために、成果主

義だけに偏らず、結果としての「成果」と

そこにいたる日頃の「プロセス」の両方を

見て、それをバランス良く賃金制度に反

映する仕組みを2005年度から取り入れ

ています。 

　また、社員の自発性を尊重するために、

今後も、人事制度の改革や、若手社員の

抜擢、大幅な権限委譲などにより、社員の

やる気を引き出し、人材の育成を図って

いきます。また、採用にあたっては、さらな

る海外進出も視野に入れ、外国人を含め、

さまざまな資質を持った人材の雇用を推

進していきます。 

障害者の雇用 

　2006年4月1日に「障害者自立支援法」

が施行されるなど障害者の就労支援が進

む中、ファミリーマートでも障害者のさら

なる雇用促進を図っています。2006年

4月では1.12であった雇用率を、2007

年4月現在では1.82まで高めました。 

　入社した障害者にはスキルを活かした

部門で働く事はもちろん、今後は行政運

営の訓練施設で研修を受けてから、やが

て障害者へのピュアカウンセラー、あるい

は障害者の職場適応を支援するジョブコー

チなどの資格取得を目指してもらったり、

また、社会や店舗近隣地域へのボランティ

アや、ショップ運営、製造現場で能力を発

揮してもらったりなど、幅広い分野での活

動を目指しています。 

 

総務人事部　藤崎　雄　　　       相手の目的により適ったアドバイスや提案をすることができるよう、相手の方の要求や相
談をただ聞くだけでなく、その理由や目的を明確に把握するように心掛けています。 

フランチャイズシステムにおいては、加

盟店が直面するあらゆる問題に対して、

本部がその解決をサポートしていかな

くてはなりません。そこで大切なのは、

店舗で起こる事象を分析して、課題を抽

出し、課題に対する実現可能な解決策を

考え、素早く実行に移すことです。そして、

その結果を検証することで、また新たな

課題を見つけ出していく。この繰り返し

を的確に実践していく能力が「課題解

決スキル」です。 

 

ファミリーマートのあらゆる業務の根底

にあるのが、コミュニケーションです。中

でも、課題解決においては、すべてのプ

ロセスにおいて、ヒアリング、ディスカッショ

ン、プレゼンテーションといった人対人

のコミュニケーションが重要になります。

とくに解決策を実行に移す場合には、加

盟店や本部各部門などに対して、説得力

のある「コミュニケーションスキル」が必

要になります。 

課題解決スキル コミュニケーションスキル 

2006年   4月 

2006年 10月 

2007年   4月 

雇用率 

1.12 

1.60 

1.82

障害者数 

33 

48 

57

常用雇用労働者数 

2,947 

3,008 

3,133

障害者雇用率 

社員とともに 
 

障害者雇用店舗ふれあいバザール（新宿駅
西口）に参加（2006.12.8～9） 
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研修・教育制度 

　すべてのファミリーマート社員が「課題

解決スキル」と「コミュニケーションスキル」

を備え、自発的に考えて行動する「強い個

人」となるよう、さまざまな研修・教育の

場を提供し、育成制度の充実を図ってい

ます。 

　また、コンプライアンスや環境問題、個

人情報保護などについて学ぶためのセミ

ナーやe-ラーニングなどを定期的に実施

しています。さらに、社員が自発的に外部

の通信教育やe-ラーニングを受講する場

合の「自己啓発支援制度」を設けるなど、

すべての社員がより多くの教育機会を得

られるよう努めています。 

 

健全な職場環境づくり 

　社員が働きがいを感じて業務に取り組み、

また、一人ひとりが十分に能力を発揮する

ことができるような、職場環境の整備に努

めています。 

　会社として、社員の労務管理に関する

コンプライアンス（会社の安全配慮義務、

使用者責任）の充実に取り組み、健全な企

業環境づくりを推進しています。 

 

伊豆エリア　佐藤　豪　　　　　 お客さまの立場から見た良いお店を実現したい。期待を裏切らない、本当に必要とされ
るお店を作りたい。そのため、加盟店と接するときも、常に「お客さまのために!!」を合言葉に行動しています。 

社
会
性
報
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ファミリーマートの事業の基本は店舗による小売です。そのため、新入社
員は必ず直営店で店舗経験を積み、店舗運営の理解、知識、スキルを身に
付けた上で、スーパーバイザー等の各職種へ配属されます。 
 

企業理念やフランチャイズシステムなど、ファミリーマートが営む事業内容
についての基礎的な知識を学びます。 
 

直営店の勤務を通じて、OJTにより、接客をはじめとしたサービスやレジ
の操作等の店舗オペレーションを学びます。 
 

OJTにより、店長として必要な、店舗運営におけるマネジメント業務を学
びます。この段階から直営店に正式配属となります。 
 

各ディストリクト配属となり、スーパーバイザーの補佐的な役割を果たしな
がら、スーパーバイザーの業務を学びます。 
 

スーパーバイザーとして、安定した経営や売上の拡大のために加盟店を
サポートします。また、本人の希望や適性などを判断して、店舗開発、シス
テム開発、商品開発などの各部門に配属されるケースもあります。 
 

入 社 

入社ガイダンス 
（1週間） 

店舗実習 
（5ヵ月間） 

店長実習 
（約6ヵ月間） 

スーパーバイザー 
トレーニー 
（約6ヵ月間） 

スーパーバイザー 
（各職種） 

新入社員の基礎教育訓練 教育・研修体系 

階層別研修 

・ キャリア開発セミナー（対象：昇格者） 

・【選抜】リーダーセミナー（対象：次期 

　管理職候補者） 

・ 中間管理職研修（対象：管理職） 

 

自己啓発支援 

・社外の通信教育、e-ラーニング 

（対象：全社員） 

職種別研修 

・職種別セミナー（対象：SV・開発・　      

　商品担当） 

基礎教育訓練 

・入社からスーパーバイザートレーニー 

  まで（対象：新入社員） 

 
 

出産・育児・看護の支援 

　出産時の「育児休暇」をはじめ、それに

続く「育児休職」や「育児勤務」等の制度

を設けています。また、家族への看護が必

要な社員のため、「看護休職」も用意して

います。 

　これらの制度内容と、その浸透について、

厚生労働省職業安定局から「制度利用割

合が高い」と評価をいただいています。ま

た、出産・育児の支援制度は、利用した社

員に好評です。 

女性社員の能力の活用 

　ファミリーマートは、性別等による区別

はもちろんすることなく、女性社員の能力

発揮が促進できるよう努めています。 

　ファミリーマートがフランチャイズ事業

を展開していく上で重要な役割を担うスー

パーバイザーとエリアマネジャーは、

2007年2月末現在で合計1,025名に

のぼります。このうち女性は3名でしたが、

2007年度はこれを20名以上とし、さら

に2008年度には2倍の40名へと増やし、

女性社員の更なる能力活用を図っていく

予定です。 

2006年度の制度利用者 

育児休暇 

育児勤務 

看護休職 

14名 

17名 

3名 
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環境方針 

環境保全活動の継続的改善を図ります。 環境マネジメント 
システム 

お客さまに「気軽にこころの豊かさ」をお届けする 

チェーンであるために、 

地球環境に一層配慮しながら事業活動を進めていきます。 

　2006年9月、ファミリーマートは創立

25周年を機にスローガン、基本理念、基

本姿勢、ファミマシップを制定しました。こ

の機会にファミリーマート環境方針の見

直しを図りました。 

　加盟店・お取引先・社員とともに成長・

発展する「 共同成長 の精神 ( C O -

GROWING)」のもとに推進してきたこれ

までの事業活動を踏まえ、つねに環境に

配慮した取り組みを心掛け、すべてのステー

クホルダーに対する責任を果たしていき

ます。具体的には環境に配慮した「商品」「物

流」「店舗施設」「店舗運営」「事務所・社

有車」の環境配慮を実現することで、お客

さまのさらなる信頼を獲得し、地域社会

への貢献と企業としての社会的責任を果

たしていきます。 

 

推進体制 

　ファミリーマートは、1999年3月に環

境マネジメントシステムの国際規格「ISO 

14001」の認証を取得して以来、社長を

トップとする全社的体制で環境マネジメン

トシステムを推進し、全店舗と本部全事務

所で継続的な環境改善に努めてきました。 

　本社内に設置されている環境推進部会

は商品、物流、店舗施設などファミリーマー

ト全体の環境保全活動の計画を立案し、

推進する機能を担っています。さらにエコ

アシスタントリーダー会議は事務所使用

時の環境活動を推進するための協議を行っ

ています。 

　また、地域事務所においては、各ディス

トリクトの管理業務グループが、チェック機

能として、内部環境監査の役割を担ってい

ます。 

 

ファミリーマートの環境方針（概要） 

環境マネジメントシステムの推進体制 

1. 事業活動を通じた環境配慮 

環境と安全・安心に配慮した商品・サービスの提供 

環境に配慮した商品配送 

環境に配慮した店舗施設 

地域・社会に配慮した店舗運営と廃棄物適正処理 

事務所、社有車の環境配慮 

2. 環境関連諸法規の遵守 

3. 組織の整備と啓発活動 

4. 環境方針の公開 

本社、地域事務所、店舗が一体となって、PDCA（Plan、Do、Check、Action）サイクルに

よる環境マネジメントシステムを推進し、環境保全活動の向上を目指します。 

社会・環境委員会 

社 長  本 社  

地域事務所 

店 舗  

環境管理責任者 

ディストリクト 

管理業務グループ 

エリア 

フランチャイズ店舗 直営店舗 

開発課 

各本部・部・室 

環境推進部会 

エコアシスタントリーダー会議 

内部環境監査員チーム 
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ファミリーマートのマテリアルフロー 

店舗を含む全体で環境負荷をとらえています。 

軽油、天然ガス 

軽油、ガソリン 

電気、水、ガス 
重油、用度品 

ガソリン 

電気使用量／189千kWh 
水道使用量／360m3 
フライヤー油／844L

電気・水 
フライヤー油、用度品 

電気、水、コピー用紙 
事務用品 

Input

１店舗あたり 

電気使用量／4,513千kWh 
コピー用紙使用量／46,046千枚 

 本社・事務所合計 

電気、水、原材料 
石油類、包材、物流包装 

物流車両 

本社・事務所 

製造メーカー 

（数値はすべて年間のデータです） 

■市町村による処理 
生ゴミ／5,195kg（一部地域でリサイクル稼働） 
その他可燃ゴミ／5,168kg 廃プラスチック／1,467kg 

■市町村・業者によるリサイクル 
缶／788kg  ビン／1,265kg  その他／792kg 

■古紙回収業者によるリサイクル 
ダンボール／5,857kg

排ガス 

排ガス 

排ガス 

排ガス、排水、騒音、臭気、廃棄物（生ゴミ、ダンボール） 

事業系廃棄物（紙ゴミ、備品）、排水 

排ガス、排水、騒音、振動、臭気、廃棄物 

店 舗 

配送センター 

納
品 

専用配送車両 

社有車 

■廃棄物排出量 
可燃ゴミ／47,718kg    不燃ゴミ／41,683kg 

■分別回収リサイクル 
ダンボール／11,370kg    文書類／89,720kg 
シュレッダー／8,450kg

納
品 

店
舗
巡
回
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
） 

本社のみ 

排水、フライヤ－廃食用油、一般廃棄物 
 （生ゴミ、可燃ゴミ、廃プラスチック、 缶、ビン、ダンボール、その他） 

容器・包装（家庭系廃棄物） 

Output

お客さま 

販
売 

１店舗あたり 

マテリアルフロー 
事業活動を通して、ファミリーマートはどれだけ環境に負荷をかけているのか。 

その全容を正確に把握することで、より効果的な環境への取り組みを目指しています。 

環
境
報
告 

CO2排出 489,027t（全体比84.6％）（電気使用） 
　　　　　21,749t（全体比3.8％）（廃プラスチック排出） 

CO2排出 58,059t（全体比10.0％）（軽油・CNG使用） 

CO2排出 1,719t（全体比0.3％）（電気使用） 

CO2排出 7,312t（全体比1.3％）（ガソリン使用） 

2005年度 

2006年度 577,866

単位：t

ファミリーマート全体の二酸化炭素排出量 

540,174

　全体の約85％を占める店舗の電気使用量については、電力会社から毎月送付さ

れる電気料金請求書記載の使用量データを集計しました。また、賃借物件の場合、貸

主からの請求書等に記載された電気使用量に基づいて抽出していますが、一部店舗

で不明な場合があります。この場合は平均値を使用しています。 

　また、商品を配送センターから店舗へ届ける配送業務については、管理会社、運送

会社に委託しています。従って専用配送車両の軽油・CNG使用に伴う二酸化炭素排

出量は、管理会社から提供されたデータに基づいています。 

二酸化炭素排出量算出にあたって 

社有車ガソリン使用量／3,149千L
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ファミリーマートはチェーン全体の事業活動を5つの分野に分け、 

それぞれの分野ごとに定めた方針に基づいて環境保全活動に取り組んでいます。 

毎年、その結果を正確に評価・検証することで、 環境活動の改善を図っています。 

2006年度達成状況と2007年度環境目標 

環境方針 

環境と安全、安心に 

配慮した商品・ 

サービスの提供 

環境に配慮した商品配送 

環境に配慮した店舗施設 

地域・社会に配慮した 
店舗運営と 
廃棄物適正処理 

事務所、社有車の 

環境配慮 

2006年度環境目標 

米飯類等の中食工場において、 

食品リサイクル法の対応を確認 

環境配慮型容器包装の推進 

環境に配慮した 

店内用度品の拡大 

低公害車の導入促進 

エコドライブの徹底による 

燃費向上 

店舗の電気使用量削減 

販売期限が切れた 

食品廃棄物のリサイクル 

事務所の省エネルギーの推進 

事務所の省資源の推進 

古紙リサイクルの推進 

社有車の低公害車両への切替 

実施計画 

中食工場の取り組みを定期的に確認 

環境配慮型容器導入による 

1個あたりの重量の減量化 

レジ袋薄肉化の検証と導入 

ハイブリッド配送車両の導入拡大 

●目標＝新規100台導入 

配送車両1台あたりの燃費向上 

●目標＝前年比102％ 

店内の空調負荷を改善する別置き型 
デザートケースの導入拡大 
●目標＝年間150件導入 

省エネ機能を向上させた新型調光盤の 
導入拡大 
●目標＝年間500件導入 

生ごみリサイクル実施店舗の拡大 

2006年度新規参加50店舗 

電気使用量の削減（池袋本社地区） 

●目標＝2005年度比99％ 

コピー用紙仕入（使用）量の削減 
（池袋本社地区） 
●目標＝2005年度比90％ 

紙類リサイクルBOX利用の徹底 
（池袋本社地区） 
●目標＝リサイクル率78％ 

社有車の低公害車導入 

●目標＝年間232台導入 

環境目標と実績 

2006年度環境目標の達成状況 
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評価：○＝100％達成　△：70％以上、100％未満の達成　×：70％未満の達成 

環境目的と2007年度環境目標 

効果 

食品廃棄物適正処理 

容器包装の環境配慮 

地球温暖化防止 

地球温暖化防止 

地球温暖化防止 

地球温暖化防止 

地球温暖化防止 

食品廃棄物適正処理 

地球温暖化防止 

省資源 

廃棄物適正処理 

地球温暖化防止 

2006年度の達成状況 

2006年度中に 

食品リサイクル法の 

対応完了を確認 

米飯、麺類、惣菜、調理パンの 

容器包装平均重量、 

前年比96.3％ 

レジ袋薄肉化、 

12月1アイテム、 

1月6アイテム 

ハイブリッド配送車両、 

新規101台導入 

燃費向上率前年比101.0％ 

前年よりも向上したが、 

目標は未達成 

年間359件導入 

年間565件導入 

年間74店舗新規参加 

電気使用量前年比95.6％ 

コピー用紙使用量 

前年比78.6％ 

紙類リサイクル率79.4％ 

社有車の低公害車導入 

305台 

評価 
 

○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

環境目的 

商品製造の取引先における 

環境負荷削減、 

容器包装等の環境配慮 

配送委託先が使用する 

配送車両の温暖化ガス 

排出抑制 

店舗の省エネルギー対策 

推進による地球温暖化防止 

店舗から排出される 

廃棄物のリサイクル推進 

社員による事務所、 

社有車の環境負荷削減  

2007年度環境目標 

環境配慮型容器包装の導入 

 

環境に配慮した 

店内用度品の拡大 

低公害配送車両の導入拡大 

配送車両の燃費向上 

店舗の省エネルギー機器 

導入促進 

生ゴミリサイクル 

実施店舗の拡大 

電気使用量の削減 

●目標＝前年比99％ 

コピー用紙仕入（使用）量の削減 

●目標＝前年比90％ 

紙類リサイクルBOX 

利用の徹底 

低公害車両の導入拡大 

環
境
報
告 
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環境活動のための投資や費用にどれだけかかり、 

その結果、どれだけの効果が得られたのか。 

それを把握して、次年度の環境活動の改善に活かしています。 

環境経営の効率性を評価・検証しています。 

2006年度環境保全コストと効果 

1. 環境会計の考え方 

　ファミリーマートが取り組んでいる

「ISO14001対応型環境会計」は、環境

方針によって導き出された環境目的、環

境目標と連動しています。環境目的、環境

目標についての年間の活動結果を振り返り、

コスト面での評価を行っており、次年度の

環境活動の計画に反映させています。 

2. 今回の集計期間 

●2006年度 

（2006年3月1日～2007年2月28日） 

3. 対象範囲 

■株式会社ファミリーマート本部及び店舗   

　（加盟店及び直営店） 

　本部と加盟店がともにISO14001の

認証を取得し､環境保全活動に取り組ん

でいますので､環境会計の対象範囲に本

部とともに、店舗の投資額・費用額を含め

ています｡従って、株式会社ファミリーマー

トにおける決算数値とは異なります。 

4. 環境保全コストの大分類 

■環境方針に基づく環境目的、 
　環境目標達成に向けた「積極的コスト」 

　積極的に環境負荷を削減する目的で支

出するコストで､環境マネジメントシステ

ムにおける環境方針に基づいた環境目的、

環境目標（1年間の環境への取り組み目標）

の実現に関連するコストです。 

■環境マネジメントシステムの「維持コスト」 

　環境マネジメントシステムの運用・整備

などシステムの維持、環境関連法規制への

対処、その他社会活動に関するコストです。 

■環境損失補償費用 

　環境汚染を起こした場合の浄化費用､

賠償金・罰金等のペナルティ的コストです。 

5. 減価償却費について 

　投資額には取得価額を計上します。キャッ

シュフローの観点からマネジメントを行い

ますので、投資に伴う減価償却費は計上し

ていません。 

6. 2006年度の結果 

　2006年度の投資は約2百万円、費用

は約2,972百万円でした。これに対して、

前年度は投資約23百万円、費用約

2,742百万円でしたから、投資額は約

21百万円減少し、費用額は約230百万

円増加しました。 

　投資額が減少した主な要因は、白色

LED看板の実験導入を2005年度から

スタートし、2006年度は検証段階に入っ

たことによるものです。一方、費用額が増

加したことにつきましては、店舗の廃棄物

処理委託費用や容器包装リサイクル法に

基づく再商品化委託費用が増えたことが

その要因です。 

　なお、環境損失補償費用の発生はあり

ません。 

 

2006年度 ISO14001対応型環境会計 

P50～51 

P52～53 

P54 

 

P38,P44～45 

P44～45 

P43 

P53 

P55～56

（単位：千円） 

具体的な取り組み 

電気・水道使用量削減のためのコスト 
オゾン層保護のためのコスト 
店舗周辺環境保全コスト  
建設廃材適正処理コスト 

廃棄物適正処理・リサイクルなどのコスト 

廃棄物適正処理・リサイクルなどのコスト 

　　　　　　　　　　小　　　　　　　計 

環境教育・活動・組織関連の人件費 

社員教育及び店長・ストアスタッフへの 
オリエンテーションコスト 

内部環境監査・定期審査のためのコスト 

容器包装リサイクル法に基づくリサイクル費用など 

環境保全を行う団体への寄付､支援 
環境情報の公表及び環境広告 

　　　　　　　　　　小　　　　　　　計 

環境保全関連補償金、罰金など 

　　　　　　　　　　合　　　　　　　計 

中分類 

①店舗施設関連の環境保全コスト 

②店舗運営関連の環境保全コスト 

③本部事務所関連の環境保全コスト 

 

①環境保全活動に伴なう人件費 

②環境教育用資料作成コスト 

③環境監査関連費用 

④環境関連法規制対応コスト 

⑤社会活動における環境保全コスト 

①土壌汚染､自然破壊の修復コストなど 

関連ページ 費用 投資 主な効果（成果） 

省エネルギー 
オゾン層保護 
廃棄物適正処理 

廃棄物適正処理・リサイクル 

廃棄物適正処理・リサイクル 

 

環境活動の推進 

環境教育の実施 

環境監査の実施 

再商品化（リサイクル） 

外部コミュニケーションの 
充実 

環境保全コストの分類 
 

大分類 

1.環境方針に基づく 
環境目的・ 
環境目標達成に 
向けた「積極的コスト」 

2.環境マネジメントシ
ステムの｢維持コスト」 

3.環境損失補償費用 

2,100 

0 

0 

2,100 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2,100

437,819 

2,024,896 

5,826 

2,468,542 

55,348 

3,874 

4,916 

427,363 

12,069 

503,572 

0 

2,972,114

環境会計 
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社内外から、環境活動を厳正にチェック。 環境監査 

内部環境監査 
 

　環境マネジメントシステムが、P（Plan）、

D（Do）、C（Check）、A（Action）のサ

イクルに基づいて、適正に、より高い精度

で運用されているかどうか。その監視の

ために、すべての店舗とすべての事務所

を対象として、毎年1回、内部環境監査を行っ

ています。 

　2006年度は、2005年度に引き続き、

全店舗、全ディストリクト、全エリア、池袋

本社全部門及び湘南研修センターを対象

に内部環境監査を実施しており、不適合

項目については適正な是正を図りました。 

　また、監査の質の向上と効率的な運用

を図るために、毎年内部環境監査員の育

成に努め、監査体制の充実・強化を図って

います。 

　2006年度は、7月5日から2日間、外部

研修機関による「内部環境監査員養成セ

ミナー」を開催。ディストリクト管理業務グ

ループ12名、本社社員3名の計15名が

受講して全員合格しました。これにより、

社内の内部環境監査員が増員され、より

一層の管理体制が整いました。 

 

外部審査 

　ISO14001認証を1999年3月に取

得して以来、定期的に外部審査機関によ

る審査を受査してきました。 

　2006年度は、2007年1月22日から

1月26日までの5日間、8ディストリクト、

21エリア、84店舗、本社6部門が審査を

受けました。いずれもすべての項目をクリ

アし、継続して認証取得が認められました。 

 

社内の環境監査体制を強化、充実させ、 

外部機関からの審査も併せて実施。 

環境マネジメントシステムの運用状況を厳しく監査しています。 

環
境
報
告 

物流部の内部環境監査（2006.10.31） 

内部環境監査員養成セミナー 

外部審査機関による店舗の審査（2007.1.24） 
 

トップマネジメントインタビュー（2007.1.22） 

外部審査を受けた店舗のアンケートより（回答：60） 

■審査をきっかけにストアスタッフの 
　環境保全意識は高まりましたか。 
 どちらともいえない 

13名 
21.7% 高まった 

47名 
78.3%

高まらなかった 

0名 
0.0%

どちらともいえない 

8名 
13.3% 良かった 

51名 
85.0%

良くなかった 

1名 
1.7%

■ 審査を受けて良かったとお考えですか。 

コメント 

店頭の環境ステッカー 

環境ステッカーの掲示 
　1999年3月に環境マネジメントシス

テムの国際規格「ISO14001」の認証

を本部と全店舗で取得しています。ファ

ミリーマートでは、環境保全活動に継続

的に、積極的に取り組んでいることを広

くお客さまに理解していただくために、

店頭に環境ステッカーを掲示しています。 

①目を通すだけだった「エコぱーとなー」を改めて読んだ
　り話し合ったりして審査に臨みました。それが良かっ　
たみたいです。 

②審査前にストアスタッフ全員が「エコぱーとなー」に目
　を通し、いろいろなことが勉強できました。今後、環境
　について自分達の店でできることを継続して実行して
　いきたいと思いました。 

③普段何気なくやっていることを聞かれ、今後はストア
　スタッフみんなで意識を持ってやらなければいけない
　と思いました。 

④常日頃行っていることを改めて審査され、緊張しました。
　今後は少し意識して取り組んでいかなければと思って
　います。 

⑤今まで正しく理解していたつもりのことが、質問を受
　けてみて、そうではなかったことに気づきました。 
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関西第2ディストリクト　本田充代　　　　　　加盟店向けに毎週発行している「ディストリクト通信」の中で、お客さまに喜
ばれている“ホスピタリティ”の事例をご紹介しています。事例を共有化することで、「自店のお客さまに喜ばれるホスピタリティは
何か」「さらに良い店にするために何ができるか」を考え実行していただくきっかけになればと思っています。 

環境活動を一層効果的に進めるために。 
 事業活動を通じて、常に地球環境に配慮した取り組みを心掛けられるよう、 
社員、加盟店それぞれに、 

きめの細かい環境教育、オリエンテーションを行っています。 

環境教育 

「エコぱーとなー」の配付 
 

加盟店の環境教育 

　全国のファミリーマート店舗の店長お

よび約10万名のストアスタッフを対象に、

環境教育・オリエンテーションのツールと

して、「エコぱーとなー」（A4判）を年3回、

発行・配付しています。従来は4ページ仕

立てでしたが、2006年度より、社会貢献

活動の記事を追加して6ページ仕立てと

しました。 

　「エコぱーとなー」の配付に際しては、スー

パーバイザーから店長へ、そして店長か

らストアスタッフへと、それぞれが内容に

ついてオリエンテーションを行い、店舗全

員の環境意識向上が図られるよう努めて

います。 

　また、記事と「店内オリエンテーション

チェックリスト」とが掲載された中ページ

を開いた状態で店舗内事務所の壁に貼る

ことで、意識啓発と活動の徹底を図って

います。 

 

「エコぱーとなー」によるオリエンテーション 

2006年度のオリエンテーション内容（教育資料：「エコぱーとなー」） 

店 長 
約6400人 

ストアスタッフ 
約10万人 

vol.27（中ページ） vol.28（中ページ） 

Vol.27（5月） 
地域の環境保全にもっと貢献しよう 

●「We Love Green」商品ができるまで 

●創立25周年記念「夢の掛け橋募金」がスタート 

●“森の聞き書き甲子園”とは 

●「全国環境美化活動」に参加してください 

Vol.28（9月） 
レジ袋削減へ、お客さまのご協力・ご理解を 

●蛍光灯がリサイクルされるまで 

●世界中の飢餓撲滅を目指す“国連WFP協会”とは 

●7月、「夢の掛け橋募金」を4団体に寄付しました 

●「全国環境美化活動」に参加してください 

Vol.29（1月） 
お店のゴミと廃食用油を適切に処理しよう 

●熱帯雨林を守る「レインフォレスト アライアンス」 

●国際援助団体 “セーブ・ザ・チルドレン”とは 

●10月、「夢の掛け橋募金」を4団体に寄付しました 

●「全国環境美化活動」実施報告 

スーパーバイザー 
約900人 

店舗 
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郡山エリア　小久江貴範　　　　　「お客さまの期待を超えよう」という姿勢でちゃんと対応できたのか、つねに自分に問
いただしています。どんなに忙しい時でも、店舗巡回の際には、駐車場にゴミが落ちているのを見つけたら、ちょっと離れていて
も怠けずに拾うようにしています。 

社員の環境教育 

ストコン「ecoインフォメーション」 

　店舗事務所に設置してあるストアコント

ローラーの情報メニューに「ecoインフォメー

ション」を開設しています。さまざまな環

境問題や店舗での取り組みなど、最新の情

報がいつでも容易に確認できます。 

ディストリクト通信の発行 

　各ディスクリクト発行による加盟店向け

通信では、ファミリーマートらしさ活動の

一環として、地域の清掃活動参加の様子

も紹介され、地域社会への貢献の輪を広

げています。 

「Family」 

新入社員向け環境教育 

　新入社員研修では、毎年、入社直後に

全員を対象にして、環境に関する教育を

実施しています。2006年度は地球環境

問題やファミリーマートの事業活動が環

境に与える影響、ISO14001に基づく環

境保全活動などについて教育しました。 

 

環境方針個人カード 

　毎年6月に、全社員に名刺サイズ8ペー

ジ仕立てのカードを配付しています。ここ

には、ファミリーマートの「環境方針」「環

境影響」「環境目的・環境目標」が掲載され、

環境に対する配慮をつねに持ち続けるよ

う、常時携帯を義務づけています。 

 

全社員向け環境教育 

　全社員を対象に、パソコンでe-ラーニン

グによる環境教育を、毎年、実施しています。

これは、環境に対する知識の習得と意識

の向上を図るもので、2006年度も6月

26日から7月25日まで全社員が受講し

ました。テーマは2005年度に引き続き、

①地球温暖化と京都議定書、食糧・人口問

題等の「地球環境問題」、②「ファミリーマー

トの環境影響とISO14001」、③「ファミ

リーマートの環境方針と体制」、④店舗に

関わる環境関連法規制などです。 

　受講後の社員アンケートで、「コンビニ

エンスストアにとって環境対策は重要にな

ると思いますか。」との質問に、「とても重

要」、「ある程度重要」の回答を合わせて

97.3%が環境対策の重要性を認識、環境

意識の高まりが確認されました。 

社員向け環境情報ツール 

　社内イントラネットを活用して、2002

年5月より「環境インフォメーション」を開設。

最新の環境関連情報をいちはやく社員が

入手し、日常業務に連動できるよう、社会・

環境推進部から発信しています。 

　また、社内報「Familink」（隔月刊）に

もファミリーマートの社会・環境活動を随

時掲載し、意識の啓発と情報の共有化を図っ

ています。 

 

環
境
報
告 

環境活動に関する
情報も掲載される
社内報「Familink」 　毎月、加盟店に向けて発行している情

報誌「Family」にも、ファミリーマートの

最新の環境活

動状況を随時

掲載していま

す。環境につい

ての加盟店の

意識向上に役

立てています。 
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環境に配慮した商品の開発と提供 
食材、素材はもちろん、容器や包装にいたるまで、 

環境に十分配慮した商品をお客さまにお届けしていくこと。 

それはファミリーマートの重要な使命であると考えています。 

環境配慮型商品 

「We Love Green」商品 

ファミリーマートの環境配慮型商品 

　「We Love Green」商品は1999年、

この地球に生きている一人ひとりが自然

を愛し、環境を守っていこうという思いを

込めてファミリーマートが開発し、送り出

した環境配慮型プライベートブランド商品

です。 

　2003年度からは環境に配慮した商品

というだけではなく、使い勝手や機能面で

も優れた商品という方向へと転換し、こう

した考えにご賛同いただいたメーカーと

協力して、より価値の高い商品をつくり、

お届けしてきました。 

　ファミリーマートではこれらの商品に、

開発基準(素材・使用時・廃棄時の環境負

荷の低減)をクリアしたことのしるしとし

て「We Love Green」マークをつけて

います。 

容器、包装の環境配慮 
 

　地球温暖化や自然破壊が進む時代にあっ

て、ファミリーマートでは、環境負荷をより

軽減できる容器や包装材を使用することは、

商品づくりにおける大切な要素であると

考えています。そうした考えから2007

年4月、「コーンサラダ・ドレッシング付き」

の包材に、とうもろこしを原料とする「ポ

リ乳酸容器」を採用しています。これはで

んぷんを多く含む植物から作られたプラ

スチックで、土中で自然に分解することから、

生分解性樹脂と呼ばれます。通常のプラ

スチックと比べて、原料に石油資源を使わ

ないことや、製造過程や廃棄・焼却時での

地球温暖化ガスの発生が少ないことが利

点です。また、一定条件で分解するので、

比較的簡単に堆肥化できます。 

　この容器には、環境に配慮したもので

あることを表示したシールを貼って、お客

さまにお知らせしています。ファミリーマー

トでは、全国定番の「フレッシュ野菜サラダ」

の容器にもこの素材を採用し、環境配慮

をさらに推進していく予定です。 

デリカ食品部　宮井真一　　　　　　お客さまに気持ち良くお買い物をしていただくため、リサイクルしやすい容器や包装
など環境配慮型の容器包装を検討したり、中食工場の「食品リサイクル法」への対応のサポートを行ったりしています。また、日々
の業務においても集約コピーを使用するなど、省エネルギー・省資源を推進しています。 

生分解性樹脂の容器を採用した 
「コーンサラダ・ドレッシング付き」 

環境に配慮した
容器を使用して
いることを表示
したシール 
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「Rainforest Alliance」認定商品 

　ファミリーマートは、「Rainforest  

Alliance（レインフォレスト アライアンス

=熱帯雨林同盟）」の理念に賛同し、同団

体が認証するコーヒー豆を原料とする「パッ

ソプレッソ　カフェラテ」を2003年に開

発しました。 

　「Rainforest Alliance」とは、1987

年、熱帯雨林の保護と維持を目的にニュー

ヨークに設立されたNPO団体です。この

団体が認証する農園には、生態系保全、野

生生物の保護などの厳しい基準が設けら

れており、労働条件の向上なども条件とさ

れています。 

　ファミリーマートでは、この認証を受け

たコーヒー豆を使った「レインフォレスト 

アライアンス認証コーヒー」を、チルドコー

ヒー、缶コーヒー、アイスクリームとしてお

届けしています。これらの商品をお買い上

げいただいたお客さまは、ファミリーマー

トを通して、熱帯雨林保護の取り組みに賛

同し参加されたこととなります。 

加工食品・飲料部　堀地晃良　　　　　　ヒトの痛みを理解すべく、想像力・観察力を磨いています。「あなたと、コンビに、」
とは、相手の価値観を理解し、痛みや苦しみを和らげてあげ、楽しさ・充実感を提供することだと思います。ひととなりを理解し、対
応することで、同じ「満足」を感じていただけるように行動することが私にとっての「あなたと、コンビに、」です。 

環
境
報
告 

〈レインフォレスト アライアンス認証コーヒー〉 

（上）パッソプレッソ　 
　　 クリーミー ラテ 
（左）缶コーヒービター 
（右）ブラック無糖ボトル缶 

「レインフォレスト　アライアンス認証コーヒー」ができるまで 

栽培・収穫（認証農園） 

エルサルバドル「エ
ルカルメン農園」の
認定看板 
 

コーヒー豆の袋詰め作業 輸出に向けて、トラックで積
み出し 

出荷時は、認証農園
から送られた証明書
に記載されているロッ
ト番号と、麻袋に記
載されているロット
番号を照合します。 

コーヒー豆は手摘
みによって収穫され
ます。 

摘み取られたコー
ヒー豆 

レインフォレスト アライ
アンス認証・チルドコー
ヒーの製造工場 

コーヒー豆は、複数のタ
ンクを使って、抽出→冷
却→検査→牛乳・砂糖ブ
レンド→殺菌されます。 

味の違いを判断できる
「パネラー」と呼ばれる
人たちが、味・色・風味を
前日作ったものと比べ、
検査します。 

保管・輸送（認証農園） 

認証コーヒー豆専用の 
コンテナで、日本へ輸出 

保管（国内倉庫） 

製造（飲料工場） 

環境保全、野生生物の保護、働く人の生活環境と報酬、コーヒー
豆の管理等について、規定をクリアしていると認められた農
園です。 

焙煎後、粉砕したコーヒー豆の破損、品違いがないかを確認します。
そして、いったん冷蔵保管した後、随時、調合され、製造されます。 

収穫されたコーヒー豆は、脱穀後、精選されてロットごと
に仕分けし、保管されます。 

輸入通関を経て倉庫へ。コンテナごと
にロット番号を付けて保管されます。 
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●NOx(窒素酸化物)

ディーゼル 

ハイブリッド 50%削減 

●CO2(二酸化炭素)

ディーゼル 

ハイブリッド 

ディーゼル 

ハイブリッド 

ディーゼル 

ハイブリッド 25%削減 

●PM(粒子状物質)

●黒煙 

85%削減 

90%削減 

※平成15年規制との比較 ハイブリッド車の排出ガス削減効果 (ディーゼル車比)

ハイブリッド車の排出ガス削減効果(ディーゼル車比)

（2007年2月現在） 

ハイブリッド累計 CNG累計 

 ファミリーマートは2004年、コンビニエ

ンスストア業界で初めてハイブリッド配送

車両を実験導入しました。このときの導

入台数は17台でしたが、以来着実に台数

を伸ばし、2006年度には148台まで導

入が進みました。 

　ハイブリッド車は、電気モーターとディー

ゼルエンジンにより効率良く走行すること

ができ、既存のスタンドで給油することが

できることから、低公害車両導入の中心と

して特にハイブリッド車の特性を生かすこ

とのできる都市部に導入してまいります。

また、黒煙排出規制等のある地域につい

ては、排出ガス削減効果の高いCNG（圧

縮天然ガス）車を配車するなど、今後低公

害車両の特性を生かした配備を積極的に

進めてまいります。 

配送効率を向上させて、環境負荷を軽減。 
適切な物流システムの構築と、環境対応車両の導入、 

そしてドライバー教育の徹底により、 

環境負荷の軽減を推進しています。 

物流の 
環境配慮 

ハイブリッド配送車両の導入推進 

配送車両の環境配慮 

ハイブリッド配送車両の特別仕様 

物流部　小礒　順　　　　　　配送便のドライバーさんは、毎日多くのお客さまや加盟店の方々と顔を合わせます。そのとき
の挨拶一つで、ファミリーマート・ファンを増やすことができるのだと思います。その挨拶の大切さを知っていただくためにも、私が
配送センターを訪問する際は、ドライバーさんやセンターの方々に私から積極的に挨拶するよう心掛けています。 

低公害配送車両の累計台数 

2006200520042003200220012000

7

113
131

153

1 17
47

94

112
114

106

224

76

148
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2温度帯共同配送 

　従来の配送車と同様に、2つの温度帯

の商品を同時に配送することができる「2

室式冷蔵仕様」温度管理機能を装備して

います。 

 

 

イージークローザーの装備 

　早朝や深夜に配送する際の防音対策と

して、サイドドアにイージークローザー(半

ドア状態まで閉めれば、後は自動的にドア

が閉まる装置)を装備しています。 

 

 

エンジン自動停止機能 

　車両停止時には、自動的にエンジンが

停止する機能を搭載しています。 

 

 

　ファミリーマートのハイブリッド配送車両には、いくつかの独自仕様が施されています。 

2室の庫内温度が運転席でチェックできます。 
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環境保全型物流の推進 

ドライバー教育 

エコドライブの取り組み 

ドライバーのマナー啓発 

物流部　山田豊樹　　　　　　物流部では昨年「物流S＆QCブック」を整備し、お客さまとじかに接する機会が多い配送ド
ライバーさんへの理解を求めてきました。たとえば、店舗スタッフはもとよりお客さまへのご挨拶もその一つ。私もセンター訪問
時やお取引先の方の来社時には率先して挨拶を行い、同じファミリーマートに関わる「仲間＝コンビ」として対応しています。 

環
境
報
告 

　ファミリーマートでは2003年度から、

使用燃料の削減を目指して、ドライバーに

「エコドライブ教育」を実施しています。 

 また、１ヵ月ごとの配送車両別の燃費実績

を集計し、燃費向上の進捗率を確認して

います。これらの取り組みにより、車両1

台あたりの燃費において前年比101%の

向上が見られました。 

経済走行 

浪費追放 

■高速道路走行での制限速度の保持 
■経済速度と等速度運転の励行 

■空ぶかしの厳禁 
■エアコンは控えめに 
■アイドリングは必要最小限 
■急発進・急加速は厳禁 
■急ブレーキの厳禁 
■適切なギアの選択 
■必要のない物は積まない 
■適正なタイヤの空気圧の厳守 

エコドライブ 

　ファミリーマートでは配送車両のすべ

てのドライバーに「ドライバーマニュアル」

を配布し、その携行を義務付けています。

これには、「出発前」「配送中」「店舗到着

時」「退店時」等の項目別に、環境配慮や

安全運転の心得、業務上の確認事項、お

客さまや店舗近隣への配慮などが掲載さ

れ、ドライバーの意識啓発を促しています。 

　また、配送センターでは、ドライバーの

出社時に「アルコールチェック」を実施す

るほか、安全運転教育を随

時行うなど、ドライバーの

プロ意識向上を図ってい

ます。 

 

ドライバーマニュアル アルコールチェック 

エコドライブ教育風景 

　ファミリーマートでは、すべての商品を

「定温(18℃±2℃)」「チルド(3～8℃)」「常

温」「冷凍(－25℃以下)の4つの温度帯

に分類し、管理しています。そして、それ

ぞれの温度管理機能を持った物流拠点か

ら、温度帯に合った専用配送車両で配送し、

物流効率の向上を図っています。 

　また、2005年12月からは、「常温」「冷

凍」の納品方法を見直し、駐停車時間の短

縮や車両台数の削減に取り組んでいます。 

温度帯別配送　 

　スピーディで安定した物流を実現する

ために、地区ごとに独立した商品供給能

力を持つ物流拠点を適正配置しています。

さらに、鮮度が求められる弁当、おむすび、

寿司などについては、製造工場と配送セ

ンターが一体となった「総合センター」を

全国の主要拠点に建設し、配送体制を整

備しています。 

エリア完結型物流の実現 

　ファミリーマートではたとえば「チルド」

と「定温」といった複数の温度帯の商品を、

1台の配送車両に混載して納品する「共配」

を行っています。これを推進することで、

1店舗あたりの商品配送に要する車両台

数の削減に努めています。また、店舗での

荷受作業が効率的に行えるようになった

ばかりか、店着時間の安定化にもつながり

ました。 

　1店舗あたりの商品配送にかかる車両

台数は、1996年度の「11.69台/日」に

対し、2006年度には「7.72台/日」と大

幅に改善されています。 
 

「共配」の推進 
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循環型店舗づくりをさらに推進。 
店舗施設の面でもさまざまな角度から見直して、  

循環型社会に調和した 

コンビニエンスストアを目指しています。 

店舗施設の 
環境配慮 

大阪府エコ店舗普及推進協議会に参画 

　2006年度、ファミリーマートは「大阪

府エコ店舗普及推進協議会」に参加・協

力を行いました。これは、府民、事業者、行

政が協力して大阪府内のコンビニエンス

ストアの省エネ対策の推進を図り、コンビ

ニエンスストアが地球温暖化防止活動の

普及・啓発の拠点となることを目指す活

動です。ファミリーマートでは、「複合冷凍

機の導入」と「店内照明調光設備の導入」

がモデル事業として採択され、補助金の

支給を受けて、その推進に取り組みました。 

建設施設部　桑原晋吾　　　　　メールやｆａｘといった、情報の流れが一方的なメディアの使用は極力避けて、最低でも電話、
できれば直接会って会話を行い、お取引先や加盟店等の関係各位と意志の疎通を図っています。それを常に心掛け、意志の疎通を
深めることで、仕事を通して一人でも多くの信頼できる仲間を作るようにしています。 

1.複合冷凍機の導入 

「大阪府エコ店舗普及推進協議会」 

採択事業 

空調・冷蔵・冷凍設備を統合した複

合冷凍機の導入により、電力の効率

利用が可能となり、CO2を削減。 

2.店内調光設備の導入 

昼間の窓際は照度を抑えるなど、

店内照明設備をきめ細かく調光制御。

省電力化を図り、CO2を削減。 

複合冷凍機の導入 

店内照明調光設備の導入 

　店内照明の消費電力を抑えるため、調

光設備を導入しています。店内を5つのゾー

ンに分けて、たとえば、太陽光が活用でき

るところでは蛍光灯の照度を抑えたり、あ

るいは昼間と夜間で照度を調整したり、と

いったきめ細かな配慮で省エネ化を進め

ています。 

 

蛍光ランプの一斉交換 

リサイクルの取り組み 

　ファミリーマートでは定期的に、店内蛍

光ランプの一斉交換定期キャンペーンを行っ

ています。蛍光灯は1.4年を過ぎると明

るさにばらつきが生じ、そのため余分なエ

ネルギーを消費してしまいます。一斉交

換を行い、店内の「明るさ一定照度制御」

をすることで、無駄な明るさをカットして

大幅に節電することができます。 

　2006年度の交換本数は67,731本

に上りました。回収された蛍光灯は、口金・

水銀・蛍光灯・ガラスともすべての素材が

リサイクルできます。 

　店舗の空調・冷蔵・冷凍のシステムを一

つに統合した「複合冷凍機」を標準仕様

とし、導入を進めています。これにより、「総

合熱利用システム」を活用して、冷蔵・冷

凍ケースからの排熱を冬季の暖房に利用

するなど、大幅な省エネルギー効果が得

られました。室外機

も一つに統合され

たことで、設置ス

ペースが従来の半

分以下となり、省ス

ペース化（約58％）にもつながりました。 

 

のマークは蛍光灯の照度を表します。「中央ゾーン」から「まどぎわゾーン」へ
向かって順に照度を抑え、太陽光の有効活用を図っています。 
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スーパーフレーム工法の導入 

店舗施設・什器の取り組み 

　ファミリーマートでは、2005年度より

「スーパーフレーム工法」による店舗建設

を導入しています。これは防耐火・温熱性、

耐久性に優れた、軽量鉄骨のパネル工法で、

2006年度には標準店を中心に15店舗

で導入しました。従来の重量鉄骨に比べ

てフレームが軽く、基礎工事も簡易となる

ため、鉄・コンクリートなどの使用量は大

幅に削減できました。1店舗あたりの鉄使

用量は従来の10トンから4トンへ、コンク

リートは17%減になりました。型枠も在

来工法による建築の場合の約50%減が

見込まれます。 

　また、工場での部材加工方式のため、建

築原材料・廃材などのロスも少なく、限り

ある資源の有効活用が図れます。建築中

は騒音も減少するなど、周辺の環境にも

負荷を掛けない方法で店舗建設を行って

います。 

 

LED看板の導入実験 

　LEDは省電力、長寿命という特性を持ち、

現行の蛍光灯に比べ、電気使用量の削減、

管球交換回数の削減、看板の薄型化、面板

の明るさの均一化などがあり、地球温暖化

防止にも効果的です。ファミリーマートで

は2004年度、コンビニエンスストアとし

ては初めて、白色LED(発光ダイオード)を

ファサード看板に実験導入しました。 

　2006年度には、新ファサード看板を実

験的に導入。サイン間の継ぎ目が目立た

ないストレートデザインで、消費電力量は

蛍光灯看板比46%減と大幅に向上して

います。2007年2月には、さらに50%の

省エネルギー効果が期待できるLED看

板も店舗実験するなど、引き続きさまざ

まなフィールドテストを重ね、順次導入し

ていく予定です。 

 

別置型デザートケースの導入 

　店内の壁から離れた位置にあって、プリ

ンなどを並べて販売しているデザートケー

スはコンプレッサーを内蔵しており、その

熱が店舗内に排出されるため、冷房負荷

が増えるという課題がありました。ファミリー

マートではこのデザートケースを、コンプレッ

サーを店外に置く「別置型」に切り替え、

さらにその熱を店舗の「総合熱利用シス

テム」にも組み入れることで、省エネルギー

化と快適な店内環境づくりを推進してい

ます。 

 

建設施設部　中嶋一志　　　       店舗売場・駐車場やトイレなど施設・設備の一つひとつについて、お年寄りからお子さま
まで気軽に安心してお使いいただけるよう配慮していきます。また、最新省エネ技術や設備を積極的に取り入れ、地域の皆さま
にも地球環境にもやさしい店作りについて、皆でまじめに考え取り組んでいます。 

環
境
報
告 

現行比30％～50％減 

1回/10年 

140mm～65mm 

照度ムラ（明暗）改善 

40,000時間～60,000時間 

電気使用量の削減 

管球交換回数の削減 

看板の薄型化 

面板の明るさの均一化 

長寿命  

建築材料使用量の削減率 

LED看板の導入メリット 

導入店舗数 

鉄 筋 

コンクリート 

型枠材 

60％減 

17%減 

50％減 

2005年度 

2006年度 

6店舗 

15店舗 

※1店舗あたり対従来工法比 
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食品廃棄物のリサイクル 

生ゴミや廃食用油、そしてレジ袋など。 

店舗から生じる、さまざまな環境負荷について、 

お取引先の協力のもと環境保全活動を進めています。 

さらにサステナブルな店舗であるために。 
 
 

生ゴミのリサイクル 

 ファミリーマートは食品廃棄物の有効活

用を図るため、2001年5月に食品リサイ

クル法が施行される以前から検討を進め、

1999年、「生ゴミ回収リサイクルシステム」

の導入を開始しました。この取り組みによ

り、ファミリーマート店舗から排出される

食品廃棄物は各地域の廃棄物処理業者に

処理を委託し、肥料・飼料へとリサイクル

されています。2006年度は、新たに74

店舗が参加しました。 

　今後さらに加盟店やお取引先の協力を

いただきながら、対象地域と生ゴミリサイ

クル実施店舗数の一層の拡大に努めてい

きます。 

 

個店設置型生ゴミ処理機 廃食用油のリサイクル 

　店舗で販売するフライドチキンやフライ

ドポテトなどフライヤー商品を調理した後

に出る廃食用油のリサイクルに努めてい

ます。ファミリーマートでは、1999年に「廃

食用油回収リサイクルシステム」をスター

トさせ、順次、導入店舗を増やしてきました。

2006年度には、フライヤーを扱うほぼす

べての店舗にまでその導入が広がり、廃

油回収業者によって年間約400万 （リッ

トル）回収され、その全量が飼料原料や塗料・

洗剤などの原料として使われています。 

　国内エリアフランチャイズ各社において

も導入が進み、2003年11月には（株）沖

縄ファミリーマートで、また2004年2月

には（株）南九州ファミリーマートで、2006

年7月には（株）北海道ファミリーマートで、

それぞれ本格稼動しています。 

　マニフェスト伝票（国が定めた廃棄物処

理のプロセスを最終処理までチェックす

る管理票）による管理徹底を図り、今後、

取り組みをさらに強化していきます。 

店舗運営の 
環境配慮 

生ゴミ回収リサイクルシステム実施店舗数推移 2006年度「生ゴミ回収 
リサイクルシステム」実施店舗数 

2002

2003

2004

2005

2006

［年度末］ 

387

514

582

596

670

2002年7月導入開始 
 
 

2006年7月導入開始 

青森県 

10店舗 

秋田県 
1店舗 

2006年4月導入開始 

茨城県 

1店舗 
2005年11月導入開始 

千葉県 

12店舗 
2003年8月導入開始 

東京都 

475店舗 
2000年4月導入開始 

神奈川県 

10店舗 
2004年11月導入開始 

長野県 
7店舗 

2005年4月導入開始 
福井県 

1店舗 
2003年6月導入開始 

愛知県 

48店舗 
2004年5月導入開始 

三重県 

21店舗 
1999年4月導入開始 

京都府 

27店舗 
2000年8月導入開始 

広島県 

53店舗 
2001年2月導入開始 熊本県 

4店舗 

　2002年度より直営店を対象に、食品

廃棄物を店舗のバックヤードで一時加工

処理できる、個店設置型「電子レンジ式生

ゴミ処理機」の導入を進めています。これ

によって、販売期限切れの弁当、惣菜、お

むすび、サンドイッチなどを減容処理でき

ます。 

店 舗 

廃食用油リサイクルの流れ 

廃食用油の 
回収 

処理 

飼料の原料 塗料・洗剤の原料 

廃油 
回収業者 

廃食用油を
専用リサイ
クル缶へ 

二の森店 マネジャー　小島潤子　　　　　　お店の隣の道路にゴミ置き場があるため、夜、猫や犬に荒らされてしまうこ
とがよくあります。そんなときは、店頭清掃の際に、その道路のゴミも拾うようにしていますが、近所の方に喜ばれています。笑顔
であいさつ、スピード接客をいつも心掛けています。 
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日用品・サービス部　廣澤栄一　　　　「用度品の提供＝サービス」と認識し、お客さまに喜んでいただけるちょっとした心
遣いが伝わるようなサービスの提供ができればと考えています。 

店頭での取り組み 

レジ袋の削減 

環境に配慮したユニフォーム 

　2005年度より登場した現在のユニフォー

ムは、生地にポリエステル85%・綿15%

を使用しています。このポリエステルには、

ペットボトルからの「再生ポリエステル」

を55%使用しており、環境への配慮も充

分にされています。左のそでには、ファミ

リーマートの環境保全活動のシンボルマー

ク「We Love Green」があしらわれて

います。 

 

容器包装リサイクル費用の支払い 

　容器包装リサイクル法は商品販売に伴っ

て使用される容器包装を、資源へとよみ

がえらせるためにつくられました。2000

年4月の完全施行により、紙製容器包装、

プラスチック製容器包装が対象となり、ファ

ミリーマートはこの法律に基づいて

2000年度から全国の店舗において、お

客さまへ商品を販売する際に使用する容

器包装（レジ袋、紙袋、包装紙など）および

プライベートブランド（PB）商品、オリジ

ナル商品の再商品化（リサイクル）委託費

用を財団法人日本容器包装リサイクル協

会に支払っています。特にレジ袋の使用

に伴う負担割合が高く、店舗支払額の9割

以上はレジ袋の再商品化（リサイクル）委

託費用です。 

環
境
報
告 

1店舗あたり年間レジ袋使用量と実績目標 

容器包装リサイクル法に基づく 
再商品化（リサイクル）委託費用 

2000 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
年度 

［年度］ 

912
833 824 802

693 657 620 593

レジ袋削減キャンペーンポスター 

環境省の「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」への参加 

ファサード看板をライトダウン 

左のそでには 
We Love Green 
のマーク 
 

　レジ袋の使用について、社会的な関心

が高まっています。2006年6月から、社

団法人日本フランチャイズチェーン協会

会員として、同協会が主催する「レジ袋削

減キャンペーン」のポスターを店頭に掲

示するなど削減に向けた取り組みを進め

てきました。 

　また、2007年1月にレジ袋の厚さを見

直し、全種類のレジ袋についてより薄いも

のに切り替えました。これらの結果、

2006年度には、1店舗あたり使用量が

2000年度対比12.1%の削減となりま

した。今後も、さらに薄くて軽いレジ袋へと、

順次切り替え、

2007年度は

2000年度対

比24％の削減、

2010年度は

同35％の削減

を目標として取

り組みを進めま

す。 

 
実績 
目標 

2002

2003

2004

2005

2006

1億45百万円 

3億15百万円 

3億15百万円 

3億89百万円 

4億27百万円 

対象：株式会社ファミリーマートおよびエリアフランチ 
ャイズ会社の加盟店・直営店、PB商品・オリジナル商
品の容器包装 

　2004年度から、環境省の地

球温暖化防止のための「CO２削

減／ライトダウンキャンペーン」

に参加しました。2006年度は「ブ

ラックイルミネーション2006」

と題して、6月18日の午後8時

から10時までの2時間、全国の

ライトアップ施設や各家庭が連携して電気を一斉に消すというイ

ベントが行われ、ファミリーマートでも本部から加盟店に対してファ

サード看板などの消灯を呼びかけました。 

（▲8.7%） 

（▲9.6%） 

（▲12.1%） 

（　　）内は2000年度比削減率 



54

0 10000 20000 30000 40000 50000 60000

一人ひとりが身近なところで環境負荷を低減。 
ファミリーマートでは、全社員が一体となり、 

身近なところからできる 

環境負荷低減の取り組みを進めています。 

事務所の 
環境活動 

複合機導入によるコピー用紙削減 
 

環境負荷低減の取り組み 

　2006年11月、全国の各事務所でコピー

機・FAX機・プリンターを撤去し、それらの

機能が一体化された複合機に切り替えま

した。パソコンからプリントアウトする際は、

各人が複合機のところへ行って自分の認

証カードをリーダーで読み取らせ、モニター

画面で印刷ジョブを確認した上で、必要な

ものだけを選択することが必要です。こ

れによって無駄な出力を省き、業務のペー

パーレス化を一層推進していきます。 

　今回の複合機導入には、機器の運用固

定費の大幅な削減という狙いもあります。

印刷単価も軽減し、紙出力に関する変動

経費も抑えることができました。 

　また、全社の複合機のネットワーク化と

認証カードの使用により、各個人の使用状

況が一元管理できるため、セキュリティも

一段と強化されました。 

 

社有車の取り組み 

　社有車による環境負荷を低減する目的で、

1999年度から低公害車への切り替えを

進め、全社有車の99.6％が低公害車となっ

ています。2006年度にはアイドリング・

ストップ車(ヴイッツ)の導入を開始し、そ

の台数は47台、2006年度切り替え台数

に占める構成比は15%となりました。こ

れからも順次導入を進めていきます。 

　また、2003年12月より全社員に「安

全運転ニュース」を毎月メール配信し、安

全運転の啓発に努めています。 

電気使用量の削減 

　昼休みの事務所内の完全消灯、1時間

以上離席する場合のパソコン電源OFF、

短時間離席する場合のモニターOFFなど、

「だれにでもできること」を全員が徹底し

て行っています。社員はその取り組み状

況を毎月の「エコアシスタントリーダー

会議」で確認し、各人が意識向上を図って

います。  

紙類のリサイクル 

　事務所には紙類リサイクルBOXを設置。

コピー用紙、新聞紙、雑誌、ダンボールなど

の紙ゴミを分別し、リサイクルを進めてい

ます。2006年度は、リサイクル率78%

の目標に対して79.4%を達成しました。

引き続き、2007年度も紙類のリサイクル

に取り組んでいきます。 

　また、ペットボトル、ビン、缶など、その他

のゴミについては、分別回収を徹底し、廃

棄物総量の削減に取り組んでいます。 

総務人事部　前田達郎　　　   　　社内、社外からの電話応対が多い部署ですが、かけてきた方の身になって親切に応対し、
かつ、敏速に応対するよう心掛けています。 
 

コピー用紙使用量 

37,243

45,184

50,936

51,758

46,047

2002

2003 

2004

2005

2006 

年度 単位：千枚 

毎月配信している「安全運転ニュース」 

紙類リサイクルBOX
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ファミリーマートの事業活動を適切に情報公開。 
ファミリーマートに関わるすべてのステークホルダーへ 

環境をはじめとする取り組みを 

さまざまなメディアや活動を通してお知らせしています。 

コミュニケーション 
 

豊島区役所に環境パネルを展示 

　東京都豊島区主催「マイバッグ・簡易包

装・再生品利用キャンペーン」において、ファ

ミリーマートのレジ袋削減の取り組みを

紹介したパネルを2006年10月2日か

ら6日まで同区役所受付付近に展示しま

した。 

「チーム・マイナス6%」への参加 

行政と連携した取り組み 

　ファミリーマートは、京都議定書におけ

る日本の目標「温室効果ガス排出量6%

削減」を実現するためのプロジェクト「チー

ム・マイナス6%」に賛同し、2005年8月

から参加しています。 

　この国民的プロジェクトに参加すること

で、社員、加盟店の環境保全への意識を

高めています。 

 

江戸川区主催「荒川クリーンエイド」に参加 

　東京都江戸川区が主催した「荒川クリー

ンエイド（2006年11月12日）」の河川

敷清掃活動にファミリーマートの社員9名

が参加しました。この活動はNPO荒川クリー

ンエイド・フォーラムが「みんなで荒川を

きれいにしよう」と毎年呼びかけているも

ので、荒川沿いに50数ヶ所で実施されて

います。 

 

Topic

社会・環境推進部　佐藤久子 　　　　　2006年から出展している「エコライフ・フェア」では、お子さまからお年寄りまで幅
広い年代の方々にファミリーマートの社会・環境活動をお知らせしています。これからもお客さまに、楽しく分かりやすく、ファミリー
マートの活動をお伝えしていきたいと思います。 

「チーム・マイナス6％」
への参加を告知する
社内掲示ポスター 

「エコライフ・フェア2007」に出展。 
ファミリーマートの環境への取り組みを紹介しました。 

 ファミリーマートは2007年6月2日（土）・3日（日）の2

日間、東京代々木公園で開催された「エコライフ・フェア

2007」に出展しました。「エコライフ・フェア」とは、環境

省をはじめ地方公共団体、業界団体、企業、NGOなどが連

携し、環境月間である６月に毎年開催しているイベントです。 

　ファミリーマートは、「あなたと、コンビに、ファミリーマー

ト～We Love Green～」をテーマに、生分解性プラスチッ

ク容器や「We Love Green」商品などを展示して、店舗

等で実際に行っているさまざまな環境への取り組みを紹

介しました。また、「ファミリーマートの木」を描いた壁に

来場者の方が葉の形をしたシールを貼ることで、1枚につ

き10円を（社）国土緑化推進機構に寄付する催しを行い、

多くのお子さまやご家族連れで賑わいました。 
完成（2日目終了時） 開始時 

若林環境大臣 

初日終了時 

〈ファミリーマートの木〉 
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ファミリーマート 
社会・環境報告書 

2006 
Sustainability Report

公式HPが「環境大臣賞」受賞 

情報の提供 

「社会・環境報告書」の発行 レジ液晶画面による情報発信 

　店舗のレジ液晶画面を使って、レジ袋使

用量削減に対する協力をお客さまに呼び

かけています。ファミリーマートは政府が

推進する「チーム・マイナス6％」に参加

していることから、そのロゴをあしらった

画面で、レジ袋の削減が過剰包装を避け

ることにつながり、地球温暖化防止に役立

つことをアピールしています。 

「IR優良企業賞」を受賞 

ディスクロージャー 
優良企業選定で第2位 

　2006年度証券アナリストによるディス

クロージャー(情報公開) 優良企業選定<

小売業部門>で2位に選ばれました。ファ

ミリーマートが行っている積極的な店舗

見学会や日本語のアニュアルレポートの

作成など、充実した情報提供が非常に高

く評価されました。 

 
FTSE4Good Global Indexに 
継続組み入れ 

　ファミリーマートの1年間の環境活動の

概要をまとめた「環境報告書」を1999

年より毎年発行していましたが、2004年

度からは、経済的側面や社会貢献活動な

どの報告も加えた「社会・環境報告書」と

して発行しています。全店舗、全社員、お

取引先、行政、

マスコミなど

に配布しており、

希望される方

は、ホームペー

ジからもご覧

いただけます。 

PDFファイルのダウン
ロードもできます。 

社会・環境Webサイト 
（http://eco.family.co.jp/） 

　2006年10月31日、ファミリーマート

公式ホームページが「アックゼロヨン・アワー

ド2006」の「環境大臣賞」を受賞しました。

この賞は、日本工業規格「高齢者・障害者

等配慮設計指針」に則り、優れたウェブサ

イトを表彰するもので、親しみやすさ、使

いやすさ、分かりやすさがサイト上で表現

されたことが評価されました。

また、ホームページには、社会

貢献・環境情報に特化した「社会・

環境Webサイト」や、地球の未

来を支える子どもたちに向け

た「FamilyMartエコキッズ」・

「ファミリーマートこども環境

報告書」なども掲載されており、

充実した環境Webサイトであ

ることも受賞理由となりました。 

 

ファミリーマートの環
境イメージキャラク
ター「エコロン」。ホー
ムページ、こども環
境報告書、レジ液晶
画面などに登場し、
環境活動を親しみや
すくご紹介していま
す。 

　当社は、社会的責任投資の代表的な指

標である「FTSE4Good Global Index」

に2003年9月から継続採用されています。

「FTSE4Good Globa l Index」は

FTSE社が、CSR（企業の社会的責任）や

持続可能性に関心を持つ投資家を対象に、

グローバルに受け入

れられる企業責任基

準を満足する企業を

識別し、設定した代

表的な株価指標です。 

 

　優れたIR活動を行っている企業に贈ら

れる、日本インベスター・リレーションズ協

議会の「2006年度 IR優良企業賞」にファ

ミリーマートが選定

されました。これは、

IR部門の対応や決

算説明会の資料の

内容、経営トップの

戦略の明確さなどが

評価されたものです。 

 

広報・IR部　片山沙織　　　     私の仕事であるIR（投資家向け広報）活動を行うにあたって、投資家・アナリストをはじめと
するステークホルダーの方々に、ファミリーマートへ親しみを持っていただくことを最初の一歩と考えています。日々勉強の毎日で
すが、いかに皆さんにファミリーマートを身近に感じてもらえるか、好きになってもらえるかを考えIR活動に励んでいます！ 
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あとがき 

　企業の社会的な責任が問われる時代となりました。
法令遵守を前提として、内部統制システムの構築、個
人情報および機密情報の安全管理、環境保全活動な
どいずれも企業存続に関わる重要なテーマであり、真摯
に取り組まなければなりません。そのために重要なことは、
役員、社員一人ひとりが信頼される企業を目指して、意
識を持って行動することではないでしょうか。 
　最近、入社したての社員と話をする機会がありました。
彼らは将来の希望として「お客さまに安心して召し上が
っていただける、安全を追求した弁当をつくりたい」、「地
域密着型のコンビニエンスストアの特性を生かして、地
域社会に貢献したい」などまじめに社会と向き合う姿勢
が見られ頼もしく感じました。コンビニエンスストア業界
は社会のインフラ拠点として人々の生活に定着してい
ます。食の安全を守るための品質管理体制を整備したり、
大規模災害に備えて自治体と生活物資供給の協定を

締結したり、皆さまの身近な存在であるからこそ、社会か
らの期待も高まっています。 
　一方、地球環境問題についてはエネルギー消費によ
る地球温暖化への影響、販売期限の切れた食品廃棄
物の排出など、課題を抱えているのも事実です。店舗
看板へ実験導入した最新の白色ＬＥＤ照明、物流の委
託先が導入を進めているハイブリッド配送車両、店舗の
食品廃棄物のリサイクルなど、ファミリーマートはこれま
で率先して環境問題に取り組んでまいりました。今後も
２１世紀における重要な課題としてさらにその対策を急
がなければなりません。 
　これからもお客さまをはじめとするステークホルダーの
皆さまのご意見を参考として、企業としての社会的な責
任を果たしていきたいと考えます。社会・環境報告書を
お読みいただき、皆さまからの忌憚のないご意見を頂戴
できれば幸いです。 

取締役 常務執行役員 
管理本部長 

(兼)内部統制推進プロジェクト室長 
(兼)社会・環境推進部管掌 

(兼)情報管理室管掌 

宮本芳樹 
 

　コンビニは現代の消費社会の縮図だ。コスト削減に挑戦し、環境

保全にも努力をしながら、一年中24時間、多様な要求を持つあらゆ

る種類の客に利便性を提供しながら営業している業態であるからだ。 

　ファミリーマートの場合には、47都道府県の中に、6,900店舗ほ

どの店を持ち、年間に1兆円を越す売り上げを出しているコンビニ

エンスストア業界の雄の1つである。コンビニの環境問題というと、

私がすぐに思い浮かべるのは、弁当や飲料の容器類やレジ袋、店舗

の照明、冷凍・空調、食の安全性、あるいは期限切れ食品（生ゴミ）の

廃棄・リサイクル、店舗への商品などの搬入の物流、さらには環境法

令の知識を始めとして、なぜコンビニが環境保護もしなければいけ

ないのか、フランチャイズ店の末端まで理解を促す社員教育といっ

た多種多様のものだ。本レポートを通読すると、ファミリーマートは、

いま述べたすべてについて、それなりに真剣に対応している。さす

がに「環境への配慮」を倫理・法令遵守の基本方針の1つとして掲

げている企業らしい。その意味で、ファミリーマートは、環境保全を

疎かにしていないコンビニであると言える。 

　しかしながら、ファミリーマートに限らないが、コンビニを経営する

に当たって、多様な要求を持つお客と取引先、フランチャイズ店、さ

らには社員、非正規の社員など多数のステークホルダーによって構

成されている企業システムを考えると、環境保全をすべてに徹底す

るのは、かなりの困難を伴うであろう。実際、当社の生ゴミのリサイ

クルにしても、照明・空調の省エネ化にしても、いずれも本格的な取

り組みを始めたばかりというのが正直なところであろう。例えば生ゴ

ミリサイクルを行っているところは、全店舗の一割強にすぎないし、

照明の省エネにしても様々な工夫はされているが、LEDといったよ

うな省エネ度の高い照明への切り替えは、まだ実験段階だ。そうい

う意味で環境配慮も、すべてに目配りはされてはいるものの、まだ途

上にあるという印象は避けがたい。 

　その典型的なデータが全店舗から出てくるCO2の排出量である。

本レポートによると、CO2の排出量は、2005年度から2006年度

にかけて、7％ほども増えているが、売上高は同年度比で3.5％増で

あることを考えると、売り上げの伸びよりも、CO2の伸びの方がかな

り大きい。このこと自体の詳細な分析が必要であるが、多分、様々な

対策がまだ発展途上にあるということを示す象徴的な数字であろう。

物流についても、ハイブリッド車、CNG車を使うなど、大いに頑張っ

ている姿は認められるが、数からみるとこれもまだ途上である。ファ

ミリーマートの1つの特徴は、おいしいフライドチキンを提供すると

ころにあると聞いており、ここから出てくる廃食用油のリサイクルに

も取り組まれているが、先ほどの生ゴミの有効活用ともども、この辺

のさらなる有効活用はファミリーマートにとっての課題であると思う。 

　まとめて言えば、コンビニは、現代の消費社会の縮図だけに、利便

性の提供、コストの削減、品質や安全性の確保、環境の保全という4

つの重い課題が、互いに競い合っている“戦場”のようなものだ。ファ

ミリーマートは環境保全においても、相当程度に目配りし、気配りし、

実施していると評価出来るが、この努力を着実に進展させるだけで

なく、環境対策をネガティブな要因として捉えず、むしろ、省エネによっ

て電気量を減らし、生ゴミ・廃食用油のリサイクルから新しいビジネ

スを展開し、環境にやさしい物流のモデルを確立するといった「環

境力」あふれる積極的な取り組みを期待したい。 

 

 

第三者意見 

NPO法人 環境文明21　共同代表 
株式会社 環境文明研究所　代表取締役所長 
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